


[image: ]










お嬢様の秘めやかな淫夢




～強面上司にやさしく翻弄されて～









［著］深雪まゆ

［イラスト］深山キリ














　もくじ




第一章

第二章

第三章

第四章



















第一章












「んっ……ぁ、んんっ」

　誰かにキスをされている。なんだかとても気持ちがいい。やさしく唇を食はまれ、温かな舌が口腔こうこうに滑り込んできた。ぞくっと背中を震わせた篠宮しのみや奏かなでは、懸命に目を開けようとする。しかしどんなに頑張っても瞼まぶたが開かず、目の前は真っ暗なままだ。

　だからどんな相手がキスをしているのかわからない。恐らく男性だと思う。一体誰なのだろうか。

（なに……これ。気持ちいい……）

　しかし相手が誰であれ、あまりにも気持ちがいいキスにどうでもよくなってしまう。性的な経験はないのに、勝手に舌が動いて誰かわからない人の舌と絡からみ合う。それが信じられないくらい奏を夢中にさせた。いつまででもして欲しくて、奏はそのキスの虜になる。だがそれは目覚めと共に終わりを告げた。

「は……ぁっ、なに、え……？　夢？」

　ベッドの上で目覚めた奏は見知った天井をしばらく見つめ、あまりに鮮明に覚えている夢を思い返していた。自分の唇に触れ、キスの感触の残るその部分を撫でる。そしてゆっくりと起き上がり、枕元に置いてある時計に目をやった。

「まだ朝の五時なんだ……」

　カーテンの隙間から朝の白い光が漏れている。もう一度寝ようと思ったが、少し興奮気味で覚醒し、起きることにした。ベッドから立ち上がって、あのキスがまだ本当に夢だったのか信じられなくてぼんやりする。

（感触が……まだ残ってる）

　パジャマから着替えようとした奏は、姿見すがたみに映うつる自分の顔を見て驚いた。頬はほんのりピンクに染まり、今まで見たことのないうっとりした顔である。それを目にして妙に気恥ずかしくなり、両手で頬を包み、どうかしていると思いながら着替えるのだった。










　奏は昔から猫が好きで、猫の腎臓病に関して研究をしたいと思っていた。なので修士の学位を取るのは当然だった。あとは無事に大学を卒業し、試験にパスをして獣医師の免許取得が次の目標だ。

　奏はつい先日二十五歳の誕生日を迎え、現在は試験勉強中だ。なに不自由なく育ってきた奏は、これから先もそうだろうと漠然ばくぜんと考えていた。

　勉強をしているときに父に呼ばれ、自分の今後について話すいい機会だと考えた。湊は自室を出て父の私室に向かっている。小さい頃から父は奏に甘かった。見た目も他の父親とは違って若々しく、眼鏡の奥にある瞳はやさしく微笑んでいる。笑顔のときは目尻めじりに皺しわができ、それがお気に入りだ。

「お父様、奏です」

　父の部屋の扉をノックし声をかける。

「入りなさい」

　奏は父である篠宮浩三こうぞうの返事を聞いて扉を開ける。この部屋はいつ来ても少し緊張した。別に自分の父が怖いというわけではないが、ダークブラウンの本棚の間に鹿の剥製はくせいが飾ってあったり、甲冑かっちゅうの置物があったり、威圧感のあるこの部屋がとにかく奏には子供の頃から苦手だった。

「お父様、お話があります」

「そうか。私も奏に話があるんだ。ちょうどよかった。そこに座りなさい」

　重厚じゅうこうな木机こづくえの前に座っていた父親が立ち上がる。デスクの前にある大きな黒いソファに座ると、奏もその前のソファに腰かけた。

「さて、どちらから話す？」

「あの、私からよろしいでしょうか？」

　父が頷き、奏は姿勢を正した。これまで大学で学んできた結果を、獣医師免許の資格を取ることで証明したいと告げる。獣医師の免許を取って日本国内は元より、世界の様々な動物を助けたいと思っていた。

（あれ？　なんだか腑ふに落ちないって顔をしているわ。どうしてなの？）

　奏が話し終えると、父との間にしばらく沈黙が落ちる。そう口数の多い父ではないが、こんなにも黙ってしまうのは珍めずらしかった。どうしたのかとだんだん不安になってくる。

「そうか、奏は奏なりに考えているのだね。そういう将来のことを話してくれてうれしいよ。子供の頃から奏は動物が好きだったし、大学の専攻も獣医学を学びたいと言っていたね」

「はい。猫の腎臓病を研究することから、将来的には世の中の様々な動物たちの助けになりたいと思っています」

　父が理解を示してくれたと思った。奏はにこりと微笑み、これで終わりだと思ったのだが……。

「奏、資格を取るのもいいが、今はもっと大事な学びがあるだろう」

「え？」

　頑張りなさい、という言葉を期待していたのに、想像とは全く違う返事に驚いてしまった。

「これから少しの間、一般の会社で社会勉強をしてきなさい。奏は外での体験をしたことがないだろう？」

「あ、あのっ、それは資格を取ってからでも……」

「今からでも遅いくらいだが、院へ行きたいと言うからそれを許可した。だが普通なら会社へ入り社会の一員として働いていい時期だろう。私は少し奏を甘やかしすぎたかなと思っている。だから今回は私のいうことを聞きなさい」

　資格を取る前に社会勉強をと言った父の意図いとはわからなくもない。幼稚部ようちぶから大学部まで一貫校である東和明実とうわめいじつ女学院。自宅から学校までは車で送り迎えをしてもらい、どこかへ遊びに行くときも必ず誰かしらが付いてきていた。運転手だったり、世話係だったり。一般社会とは切り離された人生だったのは今の奏も理解している。

（でもだからって、今のこのタイミングで社会勉強だなんて……）

　せめて資格を取ってからでもいいのではないかと思ってしまう。年齢的に獣医師免許を取るなら三十歳くらいまでが望ましい。だからそう長くは社会勉強をさせるつもりはないのだろう。

　気は進まない。というか社会勉強なんてしなくてもいいのにと内心は思っていた。それが顔に出てしまったのか父の顔が少し曇る。

「まぁ、行きたくないのはわかる。だが社会でしか得られないことがたくさんあるんだよ奏。獣医師になって動物たちの保護活動をするのはとてもいいことだ。でもお前の周囲に集まる人間は少なくともお前とは違う環境で育っている。そういう人間と対等に渡り合うには経験が必要になる。わかるね？」

　父の言うことはもっともだと理解している。しかし頭では理解していても気持ちが付いてこなかった。

「……はい。お父様」

　浮かない顔で返事をしても、父の決めたことは覆らなかった。結局、資格試験を受ける前に社会勉強のため一般の会社へ就職することが決まってしまった。

　奏は肩を落として自分の部屋へと戻る。父と話を終えたときに渡された会社のパンフレットを手に、奏は自室のベッドへ腰かけた。

「ＮＣＣ株式会社。通信関係の会社なのね……」

　やりたいこととは全くかけ離れた職種だった。奏の父は日本でも指折りの大手商社である、篠宮商事の社長だ。その関連会社がＮＣＣだという。配属部署は教えてもらえなかったが、奏は人生であり得ないほどの不安の中にいた。

「はあ……不安だなぁ」

　奏はパンフレットを持ったままベッドに寝転んだ。本棚の方に視線を向け、ピンクの背表紙の御朱印帳を見てそっと目を閉じる。瞼の裏に映し出されるのは、懐かしい光景だった。

　趣味の御朱印集めでは色々な場所の神社を回った。特に気に入っているのは青森県の十和田湖の湖畔にある十和田神社だ。日本武尊やまとたけるのみことが祭神だという。美しい外観は歴史のある彫が施されてあり、それを目の前にして厳かな雰囲気に圧倒された。

　しかし御朱印をもらい神社をあとにしたとき、鞄から御朱印帳がなくなっていることに気づいた。どこかに落としたらしい。奏は来た道を引き返したが見つからず、途方に暮れて涙ぐんでいた。初めての御朱印帳で大事にしていた物なのに、それをなくすなんてそそっかしいにも程がある。

　一緒に来た運転手も探してくれたが見つからなかった。肩を落として駐車場へと向かっていると、見覚えのある御朱印帳を持った男性が駐車場の入り口に立っているのが見えた。

　――あのっ！

　奏は駆け寄りながら声をかけた。奏に気づいた男性は長身で黒髪の、とても格好いい人だった。整った顔は山の風景にさえ馴染み、奏は思わず見惚れてしまった。

　――これ、落とした人ですか？

　――は、はいっ。

　無意識に頬がぽっと赤くなる。御朱印帳を手渡され、それを胸に抱きしめて安堵した。大学生になったばかりの奏だが、大人の男性と接することが不得手だった。だいたいが家の使用人や運転手、父と接するくらいなのだ。学校では幼稚部以外は女性ばかりだった。だからこんな風に接近して話すのは緊張する。

　――返せてよかった。なくさないようにね。

　――ありがとうございます。

　奏は丁寧に頭を下げてその場を離れた。胸が信じられないほどドキドキしていたのを今でも鮮明に思い出す。神社を巡るたびにまた会わないだろうかと探したりもしたが、それっきり再会することはなかった。

（あの人も御朱印を集めてたのかな。それともただ立ち寄っただけなのかな？）

　奏は今でもあのときのことをたまに思い出す。同じ趣味なら、御朱印を集めていればまたどこかで……と期待してしまう。しかし現実は奏の思うようにはいかなかった。

　来週からは父の言った通りＮＣＣでの仕事が始まる。そうしたらこうして考える余裕もなくなるだろう。
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　奏はいつも送り迎えしてくれる車を降り、目の前に聳そびえる高いビルを見上げた。東京駅から歩いて十五分ほどの場所にあるのが、今日から奏が勤める会社ＮＣＣビルである。

（あ～緊張してきた）

　二十五歳にもなって社会経験がない自分が少し情けない。学生時代がいかに恵まれていたのかがわかる。父に甘やかされていたのだ。

（でもこれが終われば、資格を取ってＮＰＯ法人の動物保護活動に参加できるわ）

　その目標を忘れずに、しっかりと社会勉強しようと思った。

　朝からなにを着ようかと悩んだが、あまり気合いを入れすぎないようにとシンプルな服装に決めた。面接のときのようなガチガチの格好だと浮いてしまいそうだと思ったのだ。

　上着は落ち着いたグリーンで、ゆるっとボリュームのある袖口にはパールのボタンが光る。裾がアシンメトリーにカットされたスカートは、体にフィットするような柔らかな生地だ。膝丈まであるベージュのトレンチコートを着てきたが、今はそれを脱いで左腕にかけていた。黒のパンプスは履き慣れたものだが、くたびれたようには見えない。

　ビルのエントランスにたくさんの人が入っていく。皆このビルの中で仕事をする人たちなのだろう。朝のラッシュを見ながら奏は圧倒されていた。自分も同じように今日からこのビルで勤務する一員になる。

　ビルに入った途端、気圧の変化で強い風に髪が乱れる。胸くらいまである長い髪は緩く波打ち、ＯＬっぽさを演出していた。だが普段よりは地味な格好だ。いつもはもう少し明るい色の服を着る。色白で大きな黒目、華奢きゃしゃな体はスポーツや運動をしていないためで、少しでもカバーしようと膨張ぼうちょう色やそういうデザインを選びがちだった。それに今日のために指先まで綺麗に整え、マニキュアの色は目立たないベージュを選んだ。

「おはようございます。今日からこちらで勤める予定の篠宮奏と申しますが……」

　広いエントランスの正面にある受付で告げると、隣にいるもう一人の同僚になにかを話し、奏の方に振り返ったときは笑顔だった。

「今からアテンドの敷井しきいが参りますので、あちらのソファでお座りになって少しお待ち下さい」

「はい、ありがとうございます」

　奏は言われた通り、受付から少し離れた場所にある革張りのソファに腰かけた。その奏の前をスーツ姿の男女が何人も入り口ゲートを通過していく。誰も奏を気にすることはない。

（それにしても広いなぁ）

　奏は上を見上げる。五階まで吹き抜けのエントランスの開放感はすごい。外は冬の木枯らしが吹いているというのに、館内はとても暖かかった。

　しばらく待っていると、ゲートを通って一人の女性がこちらに近づいてきた。上下グレーのスーツを身につけた上品な感じの女性だ。オールバックの髪は後頭部でひとつ結びにされ、大人のメイクをした彼女が奏の前に立った。

「あなた、篠宮さん？」

「あ、はいっ。篠宮奏ですっ」

　綺麗な女性に声をかけられドキッとして、奏は慌てて立ち上がる。目鼻立ちのはっきりしたその人に、こんにちは、と微笑みかけられた。ふんわりとコロンの甘い香りが漂ってきて、ドキドキが緊張に変わっていく。

（ふわぁ、大人の女性だなぁ）

　二十五歳も十分大人だろうが、聡明そうで仕事をテキパキとこなすであろう彼女を見ると、世間知らずの奏には全てにおいて敵わない気がする。彼女のような人が本当の大人の女性なのである。

「あら、そんなに緊張しないでね」

「はい。でもその、こういう場所が初めてなので、やはり緊張して……」

　大丈夫よ、とにっこり微笑んだ女性が、手にしていたファイルから名刺を一枚取り出して渡してくる。

「私は人事課の敷井冴子さえこです。よろしく」

「ありがとうございます。敷井さん」

　人生で初めて名刺をもらった。学生時代ではなかった体験に新鮮さを感じ、社会人の第一歩だなと奏は思う。今まで外で仕事をしたことがない奏にとっては、まるで社会科見学に来たような気分である。

「さて、これから篠宮さんがお仕事をするフロアと上司を紹介するわ。これはゲートの入館証。出社の際は必ず持ってきてね」

「はい、わかりました。ありがとうございます」

　ネックストラップの先に名札ホルダーが下がり、そこに入っている入館証には部署名と奏の顔写真が貼り付けられてあった。父に外で仕事をしろと言われてからそんなに日数はすぎていない。それなのに色々なことが準備万端な状態なので、奏がここで仕事をするのはずいぶん前から決まっていて、すでに手を回されていたことを知る。

　敷井の後ろを付いて歩きながら、ひっそり今日のことを画策していたであろう父のことを考えた。

　奏は入館証を使ってゲートを通り、長いエスカレーターで二階へと上がる。そこからエレベーターに乗り込み、二十階のボタンが押された。高層ビルにはあまり来ないので少し緊張する。

　二十階に到着すると、淡いグレーの毛足の短い絨毯が敷き詰められた踊り場と廊下が広がっている。静かなフロアだが人の気配はあり、たまに他の部署の人とすれ違った。

　人事課と札のかかった扉を開けて敷井が入る。奏も緊張の面持ちであとに続いた。すぐにフロアが見えるかと思ったが、かなり高いパーティションで目隠しされているので中を窺い知ることはできなかった。

　左にパーティションを見ながら進み、突き当たりの会議室と札のかかった部屋に通された。会議用の長いテーブルがロの字を描くように並べられ、その周りに椅子が等間隔に設置されてある。ごくごく普通の会議室だ。そしてそこには男性が一人、窓の外を眺めるように背中を向けて立っていた。

「黒川くろかわ課長、お連れしました」

　敷井の言葉に男性が振り向く。長身で黒髪の、スーツをビシッと着こなしたその人が鋭い眼差しで奏を見据えてくる。エントランスにいたときも緊張はしていたが、今はまたそれとは違うピリッとした空気に背筋が伸びるようだった。

「ありがとう、敷井さん。さて、君が篠宮奏さんだね」

「は、い……」

　近くまで歩いてきた黒川が、奏の頭の先から爪先までを観察するように眺めてくる。

「私は人事課の黒川吉宗よしむねです。君の直属の上司になります。よろしく」

「あ、はいっ。よろしくお願いしますっ」

　頭を下げ顔を上げたとき、バチッと黒川と目が合った。傍にいるのだから当たり前だが、そのときなぜか変な感覚が過った。

（あれ？　初対面なのに、知ってるような変な感じ。なんだろう？）

　もしかして街中のどこかで会っているのだろうかと、奏は思わず黒川の顔をまじまじと見てしまった。鋭い眼差しはきついだけではなくどこか色気を纏まとい、見つめられると目が離せなくなる。

「私の顔にそんなに興味があるかな？」

「あ、いえ、あの、すみませんでした」

「少し話をしよう」

　座るように促され、奏は近くの椅子を引いて腰かけた。向かいに座った黒川が、さて、とテーブルの上で手を組んで話す態勢に入る。敷井は黒川の後ろに控え、座ることはなかった。なにを聞かれるのだろうと、奏はこれまでになく緊張してしまう。

「そう硬くならなくていいですよ。別に取って食おうとは思っていないから」

　奏をリラックスさせようと言ってくれたのだろうが、黒川の低くソフトな声で言われてもあまり効果はない。奏はどこを見たらいいのかわからずに、黒川の顔とテーブルを交互に忙しなく視線を動かした。

（黒川課長ってすごく格好いいんだけど、この威圧感のある雰囲気が……っ）

　黒髪を右側だけビシッと撫でつけ、左はふんわりと前髪を下ろしている。前髪の隙間から凜々りりしい眉が覗のぞき、その下の鋭い眼差しが奏を緊張させる。

　すっと通った鼻筋とその下にある薄い唇は酷薄さがあり、しかし左右の歪みもなく配置され完璧を地で行く印象があった。

「はい」

「まず言っておきます。これから仕事をする人事課のメンバーは君が篠宮浩三氏の令嬢であることは把握しています。それを知った上で仕事をしてもらいます」

「……はい」

　父の息がかかった場所だとは知っていたが、まさか最初にそう言われるとは思っていなくて面食らう。でも知っていてもらった方がやりやすいのかもしれないと思った。

「まぁ君が誰であろうと、私は一社員として他の誰とも変わらない扱いをします。特別待遇はないと思って欲しい。それを理解した上で勤務して下さい」

「それは、わかっています。社会経験がないので、至らぬところがたくさんあると思いますが、よろしくお願いします」

　やる気はあります、と意思表示するように、頭を下げた奏は黒川の目を正面から見据えた。

「そうか、わかりました。大丈夫そうですね」

　張り詰めていた空気がふっと緩む。黒川が立ち上がり、背後にいる敷井になにかを話しかける。その間に奏も立ち上がった。

「では、私は仕事に戻ります。あとは敷井さんに仕事のやり方を教えてもらって下さい」

「はい、ありがとうございます。よろしくお願いします」

　黒川が会議室を出て行くと、場の空気が一気に緩んだ。ほぅっと息を吐くほどである。

「うふ、黒川課長って人を緊張させるオーラがあるわよね」

「あ、いえ、そんな……」

「無理しなくていいわ。そういう人ですもの。あ、でも悪い人ではないのでその辺は勘違いしないでね」

「……はい」

「見た目はとてもハンサムでしょう？　でも仕事には厳しくて部下にも厳しいわ。人並み以上の仕事量をこなすから、みんなはなにも言えないのよね」

「そうなんですか。すごい方ですね」

「厳しいといっても、普通に仕事をしていれば叱られることはないわよ。他部署の女性なんて、あの見た目に惑わされて好意を持ってしまう人もいるみたいだけど」

　敷井もどことなく先ほどよりもリラックスしているのか、堰せきを切ったように話し始めた。口調も砕けた感じで、奏の緊張を解してくれようとしているのだろうか。

　再び座るように言われ奏は席に着いた。今まで黒川が座っていた場所に今度は敷井が座り、仕事内容や進め方についてまとめた平綴ひらとじのマニュアルを渡してくれた。

「さて、次はお仕事の話ね。仕事はここに書かれていないことが細々とあるから、それは私が仕事をしながら教えるわ。大まかな仕事の流れはそこにまとめた通りだから」

「はい、わかりました。ありがとうございます」

　敷井が渡してくれたマニュアルを開いて読み始める。初めのページには五つの目次と、それについての大まかな説明が目に入った。

　まずは人材の採用。新卒や中途採用に関する計画を立案すること。これは人事課の中に新卒・中途採用室としてまた別に設けられているらしい。次に人材の育成だ。新しく入社した人や在籍社員の研修、道徳教育も含まれるらしい。昨今はハラスメントに関する倫理観りんりかんの統一を企画することが多いらしい。他には人材の評価や人事業務の仕組みを作ったり従業員の働く環境を整えたりと多岐たきに渡る。

（すごくたくさんあるんだなぁ。もしかしたらここにはないもっと細かい仕事もあるのかも）

　そう思うと、今までバイトのひとつもしてこなかった自分がちゃんとできるのだろうかと妙なプレッシャーがかかる。

「それじゃあ、篠宮さんが仕事をする席を案内するわね」

「はい」

　マニュアルを閉じて奏は立ち上がった。いよいよ今日から社会勉強の仕事が始まる。とはいえ、しばらくの間は研修といったところだろうか。

　会議室を出てパーティションの横を歩き、ぐるっと大周りをしてフロアに入る。背中合わせになったデスクがずらっと並び、そこには各自のパソコンが設置されてある。大まかに三つの島があり、窓際にひとつだけあるデスクには黒川が座っていた。さっきよりも真剣な眼差しで仕事をしているようだ。

　敷井と篠宮がフロアに入ってきても、他のメンバーは少しこちらを見ただけで誰も仕事をする手を止めない。キーボードを叩く音や、内線を受ける電話対応の声などが聞こえていた。

「黒川課長。今から篠宮さんは一週間の研修に入ってもらいます。他の方に紹介するのはどうしましょうか？　仕事の手を留めたくはないのですが一度で行いますか？」

「そうだな。各自よりもいいだろう。それは私が」

　黒川が立ち上がり、みんなが注目するように手を二度打ち鳴らした。

「みんな、仕事中に申し訳ない。少しだけ耳を貸して欲しい」

　その声にフロアにいた全ての人が黒川に注目する。大半が男性で、見る限り女性は三、四人だ。一斉に注目を浴び、奏は思わず下を向いてしまった。

「今日から一緒に仕事をすることになった篠宮奏さんだ」

　黒川が奏の方を向き、小さな声で自己紹介して、と耳打ちしてきた。

「あの、今日からこちらでお世話になります、篠宮奏です。初めて仕事をしますので、至らないところもあると思いますが、ご指導ご鞭撻べんたつのほどよろしくお願いいたします」

　緊張で挨拶を噛みそうになるのを耐えて、奏はなんとか人並みの自己紹介を終える。他のメンバーがそれを聞き届けて拍手をしてくれ、ほっとした。

「そういうことだ。みんなも知っている通り、彼女は篠宮浩三氏のご令嬢だが、そういうのは関係なく一般の採用者として接して欲しい」

　部署のみんなは知っていると聞かされてはいたが、まさか黒川が念を押してくるとは思わなくて驚いた。俯いた奏は、隣に立つ黒川の足元に目をやった。視界の端に黒川にスーツのポケットが目に入る。そこからピンク色のなにかが見えた。なんだろう、と思って見つめていると、黒川がさっとそれを手で押さえてポケットに押し込んでしまった。

（ピンクのマスコットキーホルダー……かな？）

　もしかしたら気のせいかもしれないと奏は忘れることにする。今はそれよりも仕事の方に集中しなければいけない。

「さ、篠宮さんの席はこっちよ」

　敷井に案内されて自分の席に着く。入り口を入ってすぐのところだ。隣は男性社員が座り、向かいには敷井の席があるようだ。

「それじゃあ、一日の仕事の流れから説明するわね」

　奏の隣に椅子を持ってきて座った敷井が、奏と同じマニュアルを手に説明を始めようとした。しかし隣の席に座る社員の男性がこちらを覗き込んできた。

「ちょっと、なによ三澤みさわくん」

「篠宮さんは自己紹介したけど、俺は自己紹介してないからさ」

　額が隠れるくらいの前髪はさらさらヘアで、にこりと笑顔を見せながら言ってくる。敷井から奏に視線が移動し、もの言いたげな目で見つめられた。

「まぁ少しならいいけど。彼女の研修しながら仕事する私の身にもなってよね」

　胸の前で腕を組んだ敷井が、黒川には聞こえないような声で愚痴をこぼす。こちらが本当の性格なのだろうか。

「なに言ってるのさ。敷井さんならそんなの朝飯前でしょう？　仕事できるんだし」

「ほんと、かわいくないわね」

　二人の掛け合いはいつものことなのか、他の同僚がちらっとこっちを見たがなにも言わずに自分の仕事に集中していた。

「俺、三澤拓哉たくやっていいます。二十六歳。篠宮さんの一個上になるのかな？」

「あ、はい。私は今年二十五歳になったので、そうですね」

「初めて仕事をするって言ってたけど、大学在学中はバイトくらいはしたんでしょ？」

「あ、バイトもしたことはないんです。こちらでの仕事が人生で初めてなので、すごく、緊張してます」

「へえ、バイトもしてないなんてすごいなぁ。ご両親はよほど過保護だったのかな？」

「どう、なんでしょうか。私にはわからないですけど、勉強することが多かったので時間が余ることはなかったですね……」

「あ、そう。別に時間が余るからバイトするんじゃないと思うけど」

　奏は正直に答えると、三澤の顔が一瞬ぴくりと引き攣ったように見えた。怒ったわけでも嫌悪したわけでもなく、ただ微妙に表情が強ばった。

（あれ？　私なにか変なこと言ったかな？）

　自分のどの言葉でそんな反応をしたのかと考えるも、さっぱりわからなかった。奏の向かいに座る敷井の方を見れば、彼女もなんとなくむっとしたような表情だ。奏はそれにも驚いてしまう。

（私、やっぱり変なことを言ったんだ）

　それはわかるのになにかがわからない。もやもやしているうちに三澤が自分の席に帰っていった。三澤を呼び止めるわけにもいかず、奏は自分の研修に集中することにする。

「篠宮さん。これ、一応ここの席順とフロアＭＡＰ。名前と仕事内容を大まかに書いてあるので、文書の提出とか連絡事項があるときは、これを見てデータを飛ばしてね」

「はい、わかりました」

　渡された紙には席順のところに名前が書いてある。これを見て顔と名前を覚えろということだろう。仕事で関わりがあればそのうち顔と名前が一致するはずだ。

　パソコンの電源を入れ、書かれてあるＩＤとパスワードを入れて起動した。使用するソフトや使い方を敷井から教わる。覚えることはたくさんあって、わからないことは持参したノートに随時ずいじメモしていく。

　出席も社内の伝達も口頭ではなくデータでやり取りをする。主に課内のチャットで話すことが多いらしく、画面の右下にはそのソフトがメッセージの受信を知らせる点滅をしていた。

「あ、これが光ったらウィンドウを開いてね。そう。これが篠宮さん宛のメッセージなので返信をして欲しいの」

「なるほど。これですね」

　奏が自分宛のメッセージを確認する。どうやら同僚が各自で自己紹介を送ってくれたようだ。なんだかうれしくなって返事をしようとしたら、敷井に止められる。

「今はそれが優先事項じゃなくて、こっちが先」

　手に持ったマニュアルをひらひらと揺らされて、奏ははっとして手を止めた。それからは敷井とマンツーマンで仕事の説明を受ける。全部を一度では覚えられないし、敷井が作ってくれたこのマニュアルがなければ当分はまともに仕事ができそうにない。

（はぁ、大丈夫かな、私）

　初日にして不安が押し寄せる。新卒で入社すれば同期の社員がいて、不安に思うことなども相談したりできるのだろうが。一人はこんなにも心細いのかと初日のプレッシャーに押し潰ぶされそうだ。

「一気に仕事は覚えられないだろうから、ゆっくり時間をかけてね。一番してはいけないのは、独断で判断して勝手に仕事を進めること。わからなくなったらすぐ誰かに聞いてね。どんなに小さなことでもいいから、勝手に進めないで」

「わかりました」

「仕事以外のことでも相談に乗るから遠慮なく言ってね。仕事内容は私か三澤くんに聞いて。彼もここはそう長くはないけど仕事はできるので」

　敷井が休暇を取れば、仕事の質問を誰に聞けばいいのかわからなくなるのも、先回りして敷井がアドバイスをくれた。

「それで、今後は実務に就く前に研修をしてもらうので。通常は一ヶ月くらいはかかるんだけど、篠宮さんなら一週間で大丈夫だろうということでスケジュールが組まれているわ」

「えっ、私、一週間で大丈夫なんでしょうか？」

　一ヶ月かかるところをなぜ奏だからと一週間になったのか。ここで勤務する期間が決まっているからだろうか。

　自分の席で勤怠表の付け方や休暇届の出し方など、細かいところを教わってあっという間に時間が過ぎていく。明日からは仕事内容に関しての研修を受けて、実務では敷井のアシスタントをしながら慣れていくことになった。

「篠宮さんは飲み込みが早いわよね。きっと私よりも覚えるのは早いと思うわよ」

　そんなことはないですと言ったが、どうやら本当にそう思われているようである。

（ええっ……どうしてそんな風に思われてるんだろう？）

　初めての仕事で不安しかないのに、さっぱりわからない奏だった。困惑している様子を、遠くのデスクに座る黒川が見ているなど知る由もなかった。

　あっという間に午前中が終わり、社内の案内もしてもらい昼休みになった。敷井と向かい合ってカフェテリアで食事を摂る。

「午前中で色々と詰め込んで教えたけど、まだ業務の内容には触れていないので大丈夫よね？」

　向かいでオムライスを口へ運びながら敷井が聞いてくる。確かに午前中は仕事内容には一切触れていなかった。社内の案内や勤怠管理のしかた、パソコンの設定やその他諸々である。研修に入る前の段階だったが、奏はかなり疲れていた。

（一週間で覚えられるのかな）

　不安しかなく、奏は敷井の目の前でため息を洩らす。

「仕事って大変ですね」

「やだ、冗談が上手いわね。まだ仕事はしてないのに」

　敷井が肩を揺らしてくすくすと笑う。どうやら敷井は奏が冗談を言ったのだと勘違いしたらしい。仕事をしたことがない奏にとって、これだけでも十分に疲れてしまう。

「あ、午後から少し業務の方を進めないとだめなので、私は先に行くわね。篠宮さんはゆっくり時間まで食事をしてね。それじゃあ」

　半分しかオムライスを食べていない敷井が、トレイを持って立ち上がった。

「あ、はいっ。午後もよろしくお願いします」

　にっこりと笑顔で答えてくれた敷井は、足早にトレイを返却してカフェテリアを出て行く。奏の他にも他部署の社員でごった返していて、とても落ち着いていられない雰囲気だった。奏も早々に食事を終え、カフェテリアをあとにする。

　社内を案内されたときに、ビルの中エリアに休憩所があるのを教えてもらった。中庭といっても空が見えはしない。ビルの真ん中が数階ごとに吹き抜けになっており、飲食はできないがいつでも休憩ができる場所があった。奏はそこに移動してひと休みすることにした。

　背もたれのあるハイバックのソファがいくつも並んでおり、休憩にはもってこいだ。

　慣れない初日の午前中とあって、奏は疲れからついうとうとしてしまう。気が抜けた途端の睡魔は心地いい。ほんの少し目を閉じた奏は、その一瞬で夢を見る。

（ああ、またこの夢――）

　体がふわふわするような感覚で、誰かにやさしく頭を撫でられている。その手が奏の頬にそっと触れ、いつもの夢ならここでキスをされるのだが、その手が奏の唇に触れてきた。

（なに、触られてる？）

　誰かの指が奏の唇を触り、人差し指か親指で何度も往復して撫でる。その指が少し開いた口の中へと入ってきて、やさしく口内を弄り始めた。

（あっ、なに……んんっ）

　ゆっくりと動く指が舌の上を滑っていく。歯列をなぞられるとぞくぞくと背中が震え、体の芯がじわっと温かくなる。奏の口の中を動く指が口蓋を撫でさすり、そんなところがなぜか敏感で気持ちよくて奏を夢中にした。

（気持ちいい、そこ……ああ、いい）

　もっとして欲しいと思っていたら指がするっと抜けて行く。思い通りにならない夢は奏を焦らした。例の如く、奏の瞼は開かなくて、目の前の人がどんな顔の男性なのかは今だ不明だ。きっと奏のことを好きで、やさしくて紳士な男性に違いない。

（どんな人なんだろう。見たいのに……目が開かない）

　そう思っていると、今度は温かいものが唇に触れる。ねっとりとしたものが口の中に入ってきて、奏の舌に絡んできた。キスをされているとわかり、奏の体がびくんと反応する。唇がぴったりと合わさり、息つく隙間もないほどだ。やさしく奏の舌の動きをリードし、柔らかく撫で回されるとキスの快感に酔ってしまいそうになった。

（気持ちいい……ああ、ずっとして欲しい、キス、って……こんなに、気持ちいいの？）

　ずっとこのままでいたいと思っていると、唐突に意識が浮上し、奏ははっと目を覚ました。景色が見えたが、一瞬自分がどこにいるか把握できなかった。

（あ、そうか。休憩エリアにいるんだった）

　ほっとして体の力を抜いて左を見ると、少し離れた場所に座っていたのは黒川だった。

「わっ！」

　驚いて声が出る。さらにその場で立ち上がってしまった。黒川は胸の前で腕を組み、長い足もスマートに組んで目を閉じていた。しかし奏の声で起きてしまったのか、瞼がすっと開く。

「あ、あの……黒川課長も、こちらで休憩されてたんですね」

「ああ。私は煙草を吸わないから、いつもここだ。最近は非喫煙者が増えたから、この場所もすぐに席がなくなる」

「そう、なんですね」

「時間前に目が覚めてよかったな」

　黒川が立ち上がり、奏の方を一瞬も見ないままさっさと歩き出す。その声かけに奏は少しぽかんとしてしまうが、慌ててスマホの時計を見る。するとそろそろ自分の部署に戻らなければいけない時間になっていた。

（もしかして、時間になったら起こそうとしてくれてたのかな？）

　偶然この場所に居合わせただけだろうが、もしかしたら奏のことを気遣ってくれたのかもしれない。

（やさしい人……なのかも）

　敷井からは厳しい人だと聞いていた。まだほとんど話したことがないので、黒川がどんな人なのかはわからない。しかし今のひとことで為人ひととなりがちらりと顔を見せた。厳しいだけではなく気遣いのできる人。その上、見た目もよくて所作も上品で卒がない。女性に人気があるわけだなと妙に納得してしまった。

「あ、時間！」

　黒川を見送ってぼんやりしていた奏は我に返る。初日からこんな感じでは先が思いやられてしまう。

　唇には微かなキスの感触が残っていたが、それを気にしている余裕はない。奏は小走りに自分の部署へと戻った。
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　業務初日を終えた奏は、疲労困憊で帰宅した。両親はまだ仕事で帰って来ていなかったが、家政婦さんにお願いして湯船に熱めの湯を張ってもらった。長風呂から上がりベッドの上へ横になると、体が沈んでいきそうな勢いで心地よさが襲ってくる。

（仕事って大変。覚えることが多すぎなんだもん）

　大学生だった自分がいかに緩かったかを身に染みて感じている。一日中、気を緩めることはできなかった。休憩時間のあの一瞬以外は。

　ふっと脳裏に黒川の顔が浮かんできた。午後からは黒川と話すことはなかったが、なぜか気になっている。

（黒川さんって……なんかいい匂いしてたなぁ）

　男性用のオーデコロンを付けているのか、すれ違うとほんのり香る。きつい香水の臭いは嫌いだが、薄らと香るくらいなのは好きだ。それにあの香りが奏の好きな金木犀きんもくせいの甘い香りに似ていたから余計である。

　そんなことを考えながら、明日のために早めに寝ることにした。ベッドに入りベッドサイドの灯りを落とす。眠りはすぐにやってきた。夢も見ないで朝を迎えるだろうと思っていたが、それは間違いだった。

　会社での休憩中、ほんの僅かな時間に見た夢。その続きを見てしまったのである。

　今回もやはり誰かの気配を感じた。温かくてやさしい手が奏の頬に触れると、体がびくんと反応する。

（ああ、またあの夢だ）

　明晰夢めいせきむ。これは夢だと認識し見続けることができる現象で、その明晰夢に奏は心なしか期待してしまう。

　例の如く唇を弄いじられる。撫で回され口腔へ入る指に弄もてあそばれ、最後に熱いキスの嵐だ。体の奥が熱くなるのがわかる。キスひとつでこんな風になるのは、夢だからなのか。それとも奏の体が異常なのか。それは奏にはわからなかった。そして今日はキスよりももっと濃厚な行為に、奏は身を委ねていく。

　――舐められるのが好きか？

　キスをしていた唇が首筋から鎖骨へと降りていき、聞き慣れた声が囁く。寝る前にはパジャマを着ていたが、夢の中の奏はなにも身につけていない。

（え、うそ……そんなっ）

　熱い唇が胸の先に到達する。口腔に含まれて舌先で胸の敏感な部分を舐められる。そこから痛いほどの快感が広がり、奏の腰がびくんと跳ねた。

（あ、あぁ……なに、これ、すごい……っ）

　左の胸の先をずっと舐められている。舌の動きがリアルで、ねっとりとしつこいまでに吸い付いてきた。胸を吸われた経験などないのに、その刺激に体がびくびくと跳ね気持ちよさに頭の芯が痺れてくる。もう片方の胸は大きな手で摑まれて、やんわりと揉まれた。

（気持ちいい……ああ、すご、く、気持ちいい……。あそこが……ムズムズする）

　膝頭を合わせもじもじと足を動かした。秘所の異変は時間を追ってもどかしさが増していく。そこを手で触りたいのに、なぜか上手く動かせない。その間、ずっと両方の胸を弄られ、上半身のあらゆるところを撫で回されていた。

　――敏感な体だな。

　背中を舐められたときには、息が詰まってしまうほどの喘ぎが漏れた気がする。気持ちよさに声が出てもいいはずなのに、夢の中で奏の声は自分に聞こえていなかった。それなのに奏に触れる男の声ははっきりと聞こえる。

（この声……誰？　どこかで聞き覚えが……）

　その辺りは夢だからだろうか。快楽に翻弄されていた奏は、それが体内でぱぁんと弾けたような感覚に一瞬で目が覚めた。

「うそ……なによ、これ」

　呆然としたまま天井を見つめる。まるで全力疾走をしたように息が上がっていた。鼓動が信じられないくらい速くて、額にはしっとりと汗まで浮いている。

　今まで経験したことのない快楽に悶え、しばらくベッドの上で動けないでいた。奏はパジャマの中に手を入れて、自分の胸の先に触れた。そこは硬く凝っている。指先で抓みあげるとびりっと痺れるような快感が走った。驚いた奏は慌ててパジャマから手を出し、勢いよく起き上がる。

「……っ、私、なにして……」

　パジャマの胸を掻き合わせ、背中を丸めて体を震わせた。今まで自分を慰めた経験はない。自然と自分の胸に手をやってしまったことがショックだった。

「なんなの……あの夢」

　あまりに淫らな夢を見てしまい困惑する。これからもこの夢を見続けるのだろうかと、不安になってしまうのだった。
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「篠宮さん、これお願いできる？」

　三澤から書類を渡される。十部で、という付箋を見てコピーだなと理解した。

「はい、わかりました」

　書類を受け取って奏は立ち上がった。人事課の仕事を始めて一ヶ月がすぎた。研修期間は怒濤どとうのようにすぎていき、今でも必死に仕事を覚えている状況だ。奏はまだ研修のつもりで頑張ろうという意気込みである。

（コピーだよね。でもこれ、私の仕事じゃない気がするけど……）

　忙しいときは助け合いで仕事をするのだろうが、今はそれほど忙しくはない。なのに三澤は奏をまるで助手のように使うのだ。コピーを頼んできたのもそうである。だが奏は文句を言わずにそれをこなす。

（仕事を覚えるまでは、頼まれたらやらなくちゃだよね）

　書類を持ってコピー機のある場所まで行く。パーティションの反対側にいくつかのコピー機が並んでいる。その一台に近づいて原本をガラスの板の上に乗せ、そこまではよかった。原本の大きさを指定して枚数を入れるだけ……と思っていたのだが、なんだかよくわからない。

「あれ？　コピーってコピーだよね？」

　意味不明なことを呟いて首を傾げた。コピー機を使った経験がないわけではない。それなのに、これは使い方がいまいちわからなかった。複合機なのだろうが、今どきコピー機が操作できない人なんていないはずだ。

（落ち着こう。っと、コピーの表示……）

　タッチパネルを操作するも、出てくるのはスキャンしてＰＤＦに変換しますという文字だ。戻るを押してもう一度やるが、やはり同じである。

（え、こんなことってある？　コピーができないなんて）

　敷井にも使い方を教えてもらったが、口頭で一度だけしか聞いてないので思い出せない。コピーくらい誰でもできるものだと思われているのだろうか。

（誰かに聞いた方が。三澤さんに……）

　そう思ってパーティションから顔を出すも、みんな自分の仕事に集中しているようだった。一ヶ月もこの場所で仕事をしていて、今さらコピー機の使い方がわかりませんとは言い出せない。奏はそっとパーティションの裏に戻り再び機械の前に立った。

（説明書、そうだ取り扱い説明書があるはずだわ）

　コピー機の両サイドに書棚があり、そこにあるのではと探ってみたが見当たらない。奏は頭を抱えた。どうすればいいのか、頭がぼんやりして上手く考えられない。これは寝不足からくる思考の低下だ。

（ここ最近、ちゃんと眠れていないからなぁ）

　淫夢を見るようになってずっと寝不足が続いている。蓄積した寝不足は奏の集中力を奪い、普通ならできるようなことも失敗してしまう悪循環だった。

（こんなはずじゃないのに。私……頑張ってるのになぁ）

　コピー機の前で泣きそうになっていたが、思い切って三澤か敷井に聞きに行こうと中へ戻る。

「あの、三澤さ……」

　名前を呼んだ瞬間、三澤がこっちをちらっと見たが、なにもなかったように自分の仕事の続きを始める。敷井の方を向けば、目が合うのになにも見なかったような冷たい表情で気にも留めてくれなかった。声をかけようと思っていたのに、そんな気持ちが一気に萎しぼんでしまう。

（どうしよう……）

　奏はそっと裏に戻ってコピー機の前に立った。タッチパネルを操作するが、ＰＤＦ出力からコピーに戻すことができない。

（なんでよっ……メニューからコピーでいいんじゃないの？　もう、どうなってるの？）

　泣きそうになっていると、右からにゅっと誰かの手が伸びてきて奏はびくっと肩を震わせた。

「黒川……課長」

「コピー機、苦手なのか？」

「いえ、あの……機械自体があまり使えないんです。敷井さんには一度教えてもらったはずなんですが……、すみません」

「機械音痴なら仕方ないな。ほら、やってみろ」

　自分の書類のコピーを終えた黒川が、奏の原本を原稿ガラスの上へ乗せてくれる。

「は、はいっ」

　原稿カバーを閉じた奏は、タッチパネルに目をやった。今目の前で黒川がコピーを取ったはずだから、画面はそのままのはずだ。なのになぜかＰＤＦを出力する画面に戻っていた。

（え、なんで？）

　奏は思わず黒川を見上げてしまう。ばちっと目が合って鼓動が跳ねる。間近で黒川の目を見ると妙に動揺してしまう。それに傍に黒川が近づくと、あの甘い香りがしてドキドキするのだ。

「えっと……メニューかな。あ、設定のところ……？　コピーだから、コピーボタンを押して……あれ？」

「そっちじゃない、こっちのメニューだ」
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　奏の手を摑んだ黒川が、正しいボタンへと案内してくれる。ピッという音と共に画面が切り替わる。しかし奏は手を握られたことで、そちらにばかり気がいってしまい操作は頭に入ってこなかった。

（手を、握られて……っ）

　相手が上司ならパワハラになるのか、いやセクハラなのか。セクハラはされた方が嫌だった場合で……と頭の中は大混乱だ。奏に至っては、嫌どころか心臓が破裂しそうな勢いで打っていて、その手の感触が夢の人物と似ていたからなおさらだった。

（これって、夢の中に出てくる人の手に似てるけど。でも、そんなこと……あるはずがないのに、でもこの手は……）

　握られた手を凝視している奏に気がついた黒川が、慌てて手を離した。

「すまない。思わず手に触れてしまった。嫌だっただろう。セクハラになってしまうな。反省する」

「あ、いえ、いえいえ、全く問題は、ないです……えっとその、あの、どのボタンを押したか、もう一度、教えて下さい」

　申し訳なさそうに言えば、しっかりしろと叱られるかと思いきや、黒川が驚いた顔を見せる。そしてぷっと吹き出して笑ったのだ。

「篠宮は天然だな」

　そう言いながらやり方をもう一度教えてくれる。しかし今度は笑った黒川の顔に見とれてまたもや操作方法を見ていなかった。

（わ、笑った。怖くていつも難しそうな表情の黒川課長が、わ、わ、笑った～！）

　この一ヶ月、黒川の笑顔は一度も見たことがなかった。いつも眉間に皺を作ってぴりぴりしている印象しかなかったのである。それがこんなにも簡単に笑顔を見せるので、呆然とするのも当たり前だ。

「あの、黒川課長」

「なんだ？　もうわかっただろう？」

「……すみません」

　申し訳なさそうに言えば、今度は黒川の顔がいつもの厳しい表情に変わった。

「篠宮、これで最後だぞ。三回までだ」

「……はい」

　奏は今度こそやり方をちゃんと教えてもらい、無事にコピーを取ることができた。それを隣で見ていた黒川が、よし、と頷き自分の仕事に戻っていった。まさか二度までも上の空になるなんて奏自身も信じられない。

（男性に免疫ないんだから、あんなの無理だわ）

　ずっと女子ばかりの学校生活だったことが、こんなところで弊害へいがいを生み出している。しかし、奏はふと気がついた。

（三澤さんも男性だけど、近くで話しても黒川課長みたいには、ドキドキしないんだけど。なんでだろう？）

　三澤に頼まれた枚数をコピーし終えた奏は、フロアに戻ってそれを渡す。

「遅くなってすみません」

「あんまり遅いから、プリンターで十枚出しちゃったよ。これシュレッダーかけといて」

　今しがたやっとコピーし終えた用紙を突っ返された。呆然としながら受け取り、訳がわからないまま今度はシュレッダーのある隣の資料室へ入る。

（三澤さん……呆れちゃったのかな。私が遅かったからだよね）

　それが嫌がらせの類いだとは奏は思わなかった。コピー十枚を取るだけで何分もかかっていたこっちが悪いのだ。がっくりと肩を落とした奏は、自分でコピーした用紙をシュレッダーにかける。すると三澤が段ボール箱をひとつ持って近づいてきた。

「シュレッダーなら使えるみたいだから、これも頼むよ」

　奏の返事はまるっきり無視で、ドサッと箱を置いて行ってしまった。

「あは……残業確定、かな」

　これを全部シュレッダーにかけてから自分の仕事をするとなれば、到底定時には上がれないだろう。残業もしかたがないかと、奏は段ボールの箱を開けて書類を機械にかけるのだった。

　昼休みもそこそこに箱の中身を懸命にシュレッダーにかけ、終わったのは十六時を回った頃だった。そこから奏は自分の仕事に取りかかる。かなりの時間、隣の資料室にいたが、敷井も黒川も奏の様子を見に来なかった。デスクに戻れば、すでに黒川の姿がない。壁にかけてあるホワイトボードには、直帰となっている。

（黒川課長、今日はもう戻らないんだ。おっと、早く自分の仕事をしなくちゃ）

　隣の三澤も反対側に座る敷井も、奏が席に戻ってきても顔も上げなかった。三澤に至ってはあの段ボール箱を持ってきた本人なのに声かけのひとつもない。

（会社って、こういうものなの？）

　この場所が特殊なのか、これが普通なのか、それが奏には判断できなかった。

　周りは気になるが、とにかく与えられた仕事を終わらせなければ帰れない。パソコンの前に座り、フォルダを開いて入力を始めた。奏がやっているのは社内の社員情報の変更確認などだ。今は来年の四月入社の社員を迎える準備が進められているが、奏はその仕事にはノータッチである。

　社内で社員の情報は随時更新される。引っ越しや結婚などで住所が変わったり、携帯の番号を変更した場合でも届は必要だ。ほとんどがシステム上で個別にできるらしいのだが、一部紙ベースでも入力が必要になるときがある。こういう急ぎではない仕事を奏が請け負っており、悪く言えば雑用係だった。

（でもこれだって大事な仕事よね。敷井さんも忙しそうだし、頑張ろう）

　社員数の多い会社なので、データの変更とチェックだけでも結構な件数がある。システム上で入力したデータも、再確認で奏がチェックしていく。

「お疲れ様です」

　三澤の声が聞こえて奏は顔を上げた。隣に立っている三澤はすっかり帰り支度が整っている。時計を見れば十九時を回っていた。

「お、お疲れ様です……」

　奏が声をかけると、また明日、と三澤が笑顔でそう言ってくる。その後、敷井も立ち上がり帰り支度を始めていた。

「篠宮さん、区切りのいいところで上がってね」

「はい。わかりました。お疲れ様です」

　疲れた顔に笑顔を貼り付けて敷井に笑いかける。奏が遅くなった理由を彼女は聞いてこなかった。気にしていないのか、それとも知っているがあえて聞かなかったのか。

（はぁ、きついなぁ）

　画面を見過ぎて目が疲労している。左の上瞼がぴくぴくと痙攣し始め、奏は椅子の背もたれに体重をかけ目を閉じた。

（目の使いすぎだよね。わかってるけど……でも、目を閉じたら寝そうだからなぁ）

　そう思った次の瞬間、体がふわっと浮き上がる感覚に意識が遠のいた。疲労と睡眠不足。このダブルパンチで、奏が夢の中に落ちるのは容易だった。

（だめだ。寝ちゃだめ……また夢を……見て、しまう――）

　意識の中で必死に抵抗するが、奏は夢の中へと落ちていく。今までと同じように目の前は真っ暗なのに、あのやさしい手が再び奏を翻弄ほんろうしてくる。奏はまたそれに夢中になってしまうだろう。

　やさしく髪に触れられて、それが奏の頭を撫でてくる。

（ああ、すごく気持ちいい……）

　頭に置かれた大きくて温かい手が、今度は頬に降りてくる。いつものようにその手が奏を淫靡に撫で回す。口の中に入った指は確実に男性のものだ。女性のように華奢ではなく、骨張った太い指である。

（そこ、好き……ああ、撫でて、もっと強くして欲しい）

　口蓋を撫でる指に夢中になっていると、腰にもその手が触れてくる。腰骨をくすぐられて体がびくんと跳ねた。

（顔が見たい。どんな人なんだろう）

　一生懸命に目を開こうとするのに、今回もやはりだめだ。暗闇の中でもどかしく思うが、そのぶん感覚が鋭くなり触れられる全ての部分で感じてしまう。

　愛撫されることに夢中になっていると、ふわっと香ってくる甘い匂いにピクッと反応した。これはどこかで嗅いだことのある香りだ。

（これ、甘い匂い。やっぱりそうだ。金木犀みたいな……）

　記憶を探るが、どこで嗅いだことがあるのか思い出せない。そうしているうちに腰骨を撫でていた手が、腹の上へ移動し始める。そして今までの夢は胸の先を弄っていたのに、今回は下腹部へと移動し始めた。

（そこは、あ、あ、だめぇっ）

　あちこち愛撫され容易に感じてしまうようになった奏は、もどかしさが下腹部の奥に溜まりやすくなっていた。今もそうである。すでに秘所は濡れて疼きが止められなくなっているのだ。

　奏の抵抗は夢の中ではないに等しい。夢を見ている奏でさえコントロールできなかった。普通は見たい夢を見たいように操るなど無理な話なのだが。

　下腹部に移動してきた指が、奏の秘所に触れる。くちゅりと淫らな音が聞こえて、腰が跳ね上がった。下着は着けていない。だから直接濡れたそこを触られ、その痺れるような快感に声が抑えられなかった。

（あああっ、いや、なにこれ、ああっ！　もっと、して。気持ちいい……、いぁっ）

　足を大きく開かされ、巧みに動く手が奏のそこを左右に広げた。にちゃ……という音と共に敏感な蜜粒に触られる。

（ひゃ、ああぁあっ！）

　背中を電撃が駆け上がってくるようだった。それは脳髄まで痺れさせ、呼吸さえ忘れてしまうような強烈な刺激だ。快感という言葉だけでは言い表せないほどの愉悦。こんな類いの快楽は初体験だ。例え夢でも……。

　しかしそれは長くは続かなかった。その一瞬で目が覚めてしまったのだ。

「……はっ」

　びくっと体を震わせて、奏は現実の世界に戻ってくる。デスクに突っ伏して眠りこけていたらしかった。まさかこんなに大胆に寝てしまっていると思わず、奏は慌てて体を起こす。しかし人事課に残っているのは奏一人だった。

　眠ってしまっている奏を誰一人起こしてくれず、声もかけずに皆帰ってしまったようだ。窓の外は真っ暗で、時計に目をやると二十時を回っていた。

「うそ……もうこんな時間」

　パソコン画面は作業の途中で止まっている。このままだと零時を回ってしまいそうだ。

（どうしよう……）

　肩を落とした奏だったが、誰もいないフロアに突然黒川が姿を見せた。

「あっ」

「ん？」

　声を上げたのは同時だった。フロアに入ってきた黒川は驚いた表情で足を止めて奏を見つめてくる。

「篠宮？　まだいたのか」

「……はい。仕事が終わらなくて。課長はどうされたんですか？」

　さっきまでうたた寝していましたとは言えなかった。とても気まずくて、奏は黒川から視線を外す。

「私は直帰だったが、急ぎの案件があるのを思い出して社に寄った。書類を取ったらすぐに帰るが、篠宮の仕事は終わりそうか？」

「あ、はい。もう少しで……」

「うちは最終でも二十一時までには退社が決まりだ。それ以降は届け出が必要になる。敷井には聞いているな？」

　奏ははっとした。そういえば初めの頃に残業について聞かされていた。しかしうたた寝のせいで仕事が進まないのに、それを残業で終わらせるわけにはいかない。明日、敷井に仕事が終わらなかったと報告するしかないだろう。

「はい……。申し訳ありません」

　肩を落として謝ると、黒川が奏のデスクまで歩いてくる。仕事上、黒川とはほとんど接することがなかったので、こうして傍に来られるのもコピー機のとき以来だ。

「今はなにをしている？　ちょっと見せてみろ」

「え、あ、あのっ、大丈夫です！　社員さんの情報を変更してチェックしているだけなのでっ」

　黒川の手を煩わずらわせなくても大丈夫ですと言いたかったのだが、黒川は奏の言葉を聞いて少し表情が変わる。

「しているだけ、というのはよくないな。人事課の仕事で適当にできるような仕事はない。どれも重要で神経を使うからな。社員の個人情報をチェックするにしても、もしもそのチェックを篠宮が見逃したらどうなる？」

「あ、よくないですね……」

「そうだ。雑用みたいな仕事でも、ここの課は他よりも神経を使うことが多い」

「すみません……。わかりました」

　奏は椅子から立ち上がり、黒川に頭を下げた。

「いや、別にそこまで丁寧に謝らなくてもいいんだが……」

「仕事は明日に回します。敷井さんに相談してみます。急ぎで頼まれたわけではないので、恐らく大丈夫かと……」

「そうか。ならそうしてもう今日は帰った方がいい」

「……はい」

　椅子に座った直後、奏は違和感に気づいた。

（え？　うそ……でしょ……？）

　下着が濡れているのだ。立ち上がったときは気づかなかったが、座り直してわかった。冷たい感触を秘所で感じる。夢の中で刺激されたことで、本当にそこが濡れているのだ。

（どうしよう。気持ち悪い）

　少し動くだけで粘ついたものがそこでくちゅんと糸を引くような気がしてしまう。傍に黒川がいるから余計に羞恥がひどくなる。

「あのっ、私……お手洗いに、行ってきます」

　奏は勢いよく立ち上がった。このままではあの夢に出てくる男性を、黒川に置き換えて考えてしまいそうで焦る。

「ああ、早めに戻って帰り支度をしろよ」

「はいっ」

　小走りでトイレに駆け込んで個室に入る。信じられないほど胸がドキドキしていた。スカートの中に手を入れ、ストッキングと下着を下ろす。太腿の中程まで下げたが、明らかにそれは濡れていてひんやりとしていた。

（うそ……こんなに？）

　濡れた下着を見て絶句した。トイレットペーパーでそれを拭き取るが、なにもなかったように綺麗にはできない。備え付けの衛生用品をクロッチに貼り付け、下着を上げようとして手を止めた。便座に座り、自分の秘所に手を伸ばす。

「……ぁっ」

　指先に濡れた感触がある。あれだけ下着が濡れていたのだから当たり前だ。このままトイレットペーパーで拭いて終わりにすればいいと思ったのだが、ふと夢の行為を思い出す。

　夢の中の男性が触った場所。少しだけ触れて撫でられたが、鋭く刺すような快感が駆け上がってきた。あれは夢の刺激なのか、それとも現実でも同じなのか確かめたくなった。

（ここ……すごくよかった）

　奏は秘所へと手を伸ばす。指先が触れた場所は想像通り濡れていた。薄い茂みを手の平に感じながら、中指でそろりそろりとあの場所を撫でた。

「んっ、ぁ！」

　体がびくっと反応する。もう一度触り、そこからの刺激が夢と相違ないことを確認した。しかし指が止まらない。

「んっ、んっ……は、ぁっ」

　滑りを帯びた指先が、小さな粒の上をいったりきたりと忙しなく動く。こんなに小さな突起がここまで気持ちいいなんて知らなかった。すぐに戻らなければいけないのに、くちゅくちゅと動かす指が止まらない。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ、いい、気持ちいい……っ、あ、あぁっ、なにこれ、すご、あ、あ、あ！」

　しばらく気持ちよさに浸りながら擦り続けると、突然なにか大きくて気持ちのいい波のようなものが近づいてくる。さらに奏は粒を強く押しながら擦り上げた。腰がびくびくと不規則に跳ね始め、そして大波に飲まれる。体に信じられないほど力が入り背中が反った。

「や、あ、あぁっ！」

　びくんと体が大きく仰け反った。両手を足の間に挟み、奏は初めて現実での絶頂を体験する。

　気が遠くなるような強烈な快感。

　うっとりとトイレの天井を見つめ惚けてしまう。

　頭の中が真っ白になるような感覚は、今まで生きてきた中で初めてだった。頭の中が痺れるというのを、夢ではなく現実で体験している。こんなに気持ちのいい行為を、今まで自分はしなかった。

　快感が徐々に引いていくと、どっと現実が押し寄せてくる。

（やだ、私……すごい格好）

　足の間から手を抜いて、自分の様を改めて直視する。濡れた指と秘所、ストッキングと下着を足首まで下ろし、スカートを腹の上にたくし上げた乱れた格好だ。個室にいるのは自分だけなのに、急に恥ずかしくなった。奏は手と愛蜜があふれ出る秘所を慌てて拭き取る。下着とストッキングを上げて、大急ぎで身なりを整えた。黒川は帰ってしまっただろうから、二十一時をすぎる前に急いで帰る準備をしなければいけない。

　奏は個室から出ると、洗面台で念入りに手を洗った。自分の手を見つめながら、つい数分前までしていた行為を考える。

（私、会社の洗面所でなんてことしちゃったんだろう）

　いくら夢の影響でそこが濡れていたからといって、会社の個室でするような行為ではない。鏡に映る自分を見つめながら大きなため息を吐いた。

　気を取り直してトイレを出てフロアに戻る。しかしそこにいないはずの黒川が奏の席に座ってなにかしているようだった。

「あの……黒川課長。もうお帰りになられたかと思っていました」

　奏が黒川に近づいてそう声をかける。

「いや、ちょうどいいので篠宮の仕事のチェックをしていた。社員の個人情報の更新と確認だと言っていたが、一日でここまでやったのか？」

　黒川はパソコンの画面を見たまま奏に聞いてくる。

「はい……。敷井さんにはチェックは二度するようにと言われていますし、量が多いので……時間がかかっています」

「いや、これはもうすでに終わっていないとだめなものだ」

「え？」

「いや、篠宮に言っているんじゃない。これは今月頭にはチェックが終わっているはずで、敷井の仕事だった。篠宮がこれをやっているということは、敷井がきちんと報告できていなかったことになる」

　まさか奏のしている仕事が敷井の仕事だったなんて驚きだった。とはいえ、今のところ、敷井のアシスタント的な仕事をしているので、言われた業務をするしかない。

「あの……」

「この続きは明日だ。時間になるから帰ろう」

「……はい」

　戸惑いながらパソコンのデータを保存して帰り支度を始める。黒川が自分のデスクに書類を取りに行き、フロアの入り口で奏が来るのを待ってくれていた。

（黒川課長って、仕事には厳しいけどやっぱりやさしい人。理不尽なことを言わないし、意地悪をしない）

　今日のことを思い出して胃がきゅうっと痛くなる。あのシュレッダーの仕事はきっと嫌がらせだ。今になって奏は理解した。表面上は笑顔で円滑に仕事をしているようでいて、この課はそういうところだ。

「電気を消すぞ。早くしろ」

「は、はいっ」

　奏はウッディーハンガーにかかっている自分のコートを手に取り、大急ぎでフロアの出口へと走る。転ぶなよ、と黒川の声が聞こえた途端に右足の爪先つまさきがフロア絨毯に突っかかる。

「きゃあっ！」

「おっと！」

　コートと鞄を落とした奏は、斜めに傾いた体を黒川の腕に受け止められた。

「だから言っただろうが。急げとは言ったが、走れとは言ってないぞ」

「す、すみません……」

　腕に抱かれるような格好で、黒川のあの甘い香りが鼻腔いっぱいに流れ込んできた。そして摑まれている腕の感触があの夢と重なっていく。そう思った途端、奏の体はぶわっと熱くなり、白い頬を紅潮させていった。

「大丈夫か？」

「はい……あの、すみません」

　ゆっくりと黒川から離れ俯きながらコートを取ろうとすると、奏よりも早く黒川にコートと鞄を拾い上げられた。

「はい」

「ありがとうございます」

　コートと鞄を受け取ったが、顔を上げられなかった。夢の中の光景と、今しがたトイレで自分のした行為や、やさしい黒川にときめいた自分の気持ちが頭の中がぐるぐる回っている。

　どうしていいのかわからず、鞄とコートを握り締めた奏はその場から動けなくなっていた。

「篠宮？　どうした？　行くぞ」

　黒川がフロアの電気を消し始める。廊下の灯りだけになって奏の足元は薄暗くなった。

　耳の中で自分の心音がこれでもかと高鳴っている。ぎゅっと唇を噛んでのろのろと歩き出し、黒川の横を通り過ぎるとき大きな手がそっと背中に添えられる。布越しに黒川の手の感触を感じ、奏はますます黒川の顔を見られなくなった。

「よし、行くぞ」

「え……？」

　奏は反射的に黒川を見上げる。別段いつもと変わらない黒川がこちらを見下ろしていた。その顔を奏は驚いた表情で見上げたものだから、整った顔の黒川が怪訝な雰囲気に変わっていく。

「行くって、帰るぞってことだ。駅まで送る。もう遅いからな」

「そう、あ、そう、ですよね！　帰りますよね」

　焦った奏は慌てたようにコートを着始める。なにを勘違いしたのだろうと恥ずかしくなってしまう。今日はずっと朝から淫夢に振り回されっぱなしだ。

「なんだ？　腹でも減ってるのか？　それとも篠宮は迎えの車でも来るのか？」

「いえ、帰りの車は断ってるんです。終わる時間が読めないので、電車です。やっと慣れてきた感じですね」

　ドキドキしているのを悟られないように、黒川に背中を向けて早口で言って歩き出す。後ろには黒川も付いてきている気配がある。

「普段は電車をあまり使わないのか？」

「はい、いつもは家の車で移動しますので」

「そうか。篠宮の経歴を見たが、さすがお嬢様って感じだったな。ここでは目新しいことばかりだろう」

「毎日が新鮮です。会社のカフェなどは大学とそう変わりないですけど」

「ま、ゆっくり環境にも仕事にも慣れていってくれればいい」

　エレベーターの前で止まり、黒川が下の矢印ボタンを押す。そこで会話が途切れて沈黙が落ちた。回数表示を見上げる黒川の横顔を、奏はこっそり盗み見る。綺麗な顎のラインと形のいい耳。仕事の疲労感が薄らと見られて、それすらも奏の目には魅力的に映った。

（黒川課長、素敵な人だな）

　見た目は目力が強いので第一印象は少し怖いと思うかもしれないが、奏が帰って来るのを待ってくれていたり、駅まで送ると言ってくれる黒川はやはりやさしい。

（見た感じが近寄りがたいから、それが怖いって言われるのかな？）

　隣に立っている黒川を見つめていた奏はそれに気がついた。すると突然、黒川がこちらを向いたので奏は慌てて俯いた。

「そんなに見つめると、穴が空いてしまうぞ」

　ふふっと笑いながら、やっと来たエレベーターに黒川が乗り込んでいく。奏も慌ててあとについて乗り込んだ。狭いエレベーターの中に二人きり、会話はなかった。

　会社を出ても黒川との間に会話はなかったが、駅に着くと黒川が改札を入る前に足を止めた。

「あまり頑張りすぎるなよ。お疲れ様」

　黒川の大きな手が奏の頭の上に乗せられた。予想外のことに奏は思わず肩を竦めて目を閉じる。

「そんなに怯えなくていい。ああ……私は見た目が怖いからな」

「えっ、いえっ、黒川課長はやさしいです、すごく。そう思います。あの、今日は色々とありがとうございました。お疲れ様です！」

　奏は慌てたように頭を下げて改札を通り過ぎる。黒川の顔を見られなかった。

（黒川課長、どんな顔してたんだろう。あんなやさしく……髪に触るなんて）

　頭に黒川の手の感触が残っている。ついさっきも躓つまずいた奏を支えた手。あの手を奏は知っている。耳まで熱くなってしまった奏は、淫夢の男性を黒川と重ねてしまった。

（明日から課長の顔が見られなくなりそう）

　家に帰るまで、奏は電車の中で今日のことをずっと考えていたのだった。










　黒川を意識し始めてから数週間。奏は毎日忙しくしていた。雑用から少しステップアップし、新卒採用の模擬計画書を作るように言われたのだ。そう、模擬と付いているだけに練習である。採用はされないが、本提出と同じように作る。

（難しいな。去年のを見ながら資料を作っているけど、会社全体のことをもっと把握しないとだめなんだ）

　奏はパソコン画面を睨みながら考えている。その両端には書類の山が積み上がっていた。これは頼まれた資料ではなく、自分で集めてきたものである。まずは各部署がどういう役割をしているのかを把握し、その部署にどのくらいの人材が必要かを見極めるためだ。篠宮の子会社といえど、社員数は一万二千人ほどが在籍していた。各部署も三十以上と多く、部署の仕事内容などを把握するだけでも骨である。

「はぁ……肩が凝るなぁ」

「篠宮さん、大丈夫？　根詰めすぎないでね」

　書類の山の隣から奏を労いたわる敷井の声がする。デスクの上がこうなっているのは奏だけで、他の同僚のデスクは綺麗なものだ。心配されて当然だろう。

「はい、お気遣いありがとうございます。とにかく今はこの会社のことについて勉強するところからなので、ちょっと大変ですが頑張ります」

「篠宮さんは頑張り屋さんで偉いわ。それでね、これ、今日中に入力しないとだめなんだけど、できない？　私は来年の新卒採用の計画書を作っていて……。あ、篠宮さんは模擬よね？　大変さはわかる感じかしら？」

「わかります……。えっとデータの入力ですか？」

「そうなのよ。これ」

　敷井が渡してきたのはざっと百枚はあろうかという紙の束だった。そこに書かれてあるのは各々に書かれた意見のようである。

「これ、今年の質問書と意見書なの。だいたいはデータで来るのだけど、紙ベースのものが少しだけあるのね。これを入力して欲しいの。手書きだから字が汚くて読めない人もいるからちょっと大変なんだけど……できるかしら？」

　デスクの上に書類を積んでいる奏が、敷井には暇に見えたのだろうか？　いや、恐らくわかっていて頼んできているのだ。隣に座る三澤が肩を揺らしているのが少しだけ見える。

　三澤といえば、奏にわかりやすい雑用を押し付け、本来の仕事を妨害してきた。見た感じがやさしそうで穏やかな印象なのに、いじめっ子タイプである。

（人って見た目で判断しちゃいけないのね。良くも悪くも）

　三澤の様子が気になった奏だったが、敷井からの仕事を引き取った。今はなんでも消化したい。意見書などを読めば、きっとその部署のことも少しはわかるかもと考えた。

「篠宮さん、ありがとう。私も忙しかったから助かるわ」

「いえ……」

　敷井から仕事を引き取って、また自分の仕事に取りかかる。しかし寝不足が続いている奏は、気を抜けばあっという間に夢の中へ落ちてしまいそうになる。

　黒川を意識し始めてから、いや、会社の個室トイレで乱れてからというもの、淫夢がエスカレートしている。

　今までは目の前は真っ暗だったのだが、最近はぼんやりと見えている。そのシルエットが黒川に酷似しているのでさらに困ってしまう。会社で顔を見るたびにそのシーンが浮かんでくるのだからどうしようもない。

　デスクに書類を積み上げることによって黒川との間に壁ができてなんとか平常心を保っているが、そうなるとやってくるのが睡魔だった。

（ああ、寝ちゃだめ……眠いけど、目を開けてなくちゃ）

　集めてきた資料の中から第一運用サービス部門と書かれたファイルを取り上げる。ここの部署は十名ほど。ＮＣＣは通信関係の会社なので、通信に関する様々な部署があるのだ。

（ああ、顧客ごとに分かれているから、ここは……えっと、企業向けの通信サービスを請け負っているのね）

　ファイルを開き文字を追う。しかし下を向くとすぐに瞼が降りてくる。だめだと思うのに、奏の抵抗は呆気なく突破された。夢はまた淫夢。会社でのうたた寝も珍しくなく、三澤や敷井に何度も起こされている。きっと黒川もそれを知っているのだろうが、まだ注意はされてはいない。

「……はっ」

　息を飲むように目を覚ますと、開いた資料のページは進んでいない。慌ててパソコンの時計に目をやると、すでに夕方である。昼食さえも食べないで寝ていたらしい。しかも誰も起こしてくれなかった。

（私がうたた寝ばかりするから、敷井さんも他のメンバーも呆れちゃったんだろうな）

　午後から入力していれば終わっていたはずの仕事。そう、敷井からの仕事に取りかかったのはやはり就業時間をすぎてからだった。

「お疲れ様です～」

　部署のみんなは定時で上がるか、一時間ほどの残業で帰って行く。敷井もその一人だった。

「篠宮さん、あんまり無理しないでね。お疲れ様」

「あ、はい……お疲れ様です」

　にっこり微笑みかけられて、奏は疲れた顔で敷井を見送った。奏も帰りたかったが、寝てしまっていた自分が悪いのだし、そのせいで全ての作業が押している。帰れるわけがなかった。

「よし、頑張らなくちゃ」

　今度は読む作業ではなく指を動かす入力だ。眠くならないだろうと思っていたが、ものの三分で考えは変わった。

（眠いときは指を動かしてても眠いんだ！）

　紙に書いてある文字がとんでもなく汚くて、ミミズが這ったような象形文字なので解読が非常に大変だ。まるでなにかの暗号である。

（なにこれ。文字？　日本語？）

　紙を持ってしかめ顔でそれを見つめていると、誰かが近づいてくる気配に気づいて顔を上げた。

「篠宮、また残業か？　やってるのは新人計画書の模擬だろう？　そんな残業までしてしなくていいんだぞ？」

「あ、そう、なんですけど……。今は違う仕事をしているんです」

　奏の返事に怪訝な表情になった黒川が、デスクをぐるっと回って奏のパソコン画面を覗きにやってくる。

「これはなんだ？　意見書……？」

「あ、はい。敷井さんに頼まれた仕事なんですが、取りかかるのが遅くなってしまって。それに各部署のことを把握できていないので、少しは覚えられるかと……」

「これは敷井の仕事じゃないのか」

「そう、なんですか？」

　頼まれたので……と奏が言うと、見上げていた黒川の顔が厳しくなる。その眼差しが奏に注がれ、思わず目を逸らしてしまった。

「またか。篠宮は仕事を断るスキルを持ってないのか？　今は新卒採用の計画書作りだ。それ以外の仕事はしないように言っただろう。早くこの会社のことを把握して、中枢の仕事に関わっていけるようにならないと即戦力にはならない」

「はい……すみません」

　奏もそうしたいのだが、お願いされるとどうしても断れない。それは今の仕事をしながらわからないことがあれば敷井や三澤に聞き、彼らの手を何度も止めてしまうのを申し訳なく思っているからだ。だから範囲外の仕事を頼まれても引き受けてしまう。

「すみませんと謝って、明日から他のメンバーから頼まれた仕事を断れるのか？」

「え、あ……、わかりません」

「全く、困ったヤツだな」

　呆れられてる、とショックを受けたが、入力の束を黒川が半分以上も摑んで持っていく。

「えっ！　あの、課長？」

「さっさと終わらせて帰るんだ。これくらいならすぐに終わる。お前は利用されてるんだ。次はちゃんと断れ」

　そうではなく、なぜ黒川が奏の仕事を半分以上も持っていくのか聞いたのだが……。自分のデスクに座った黒川が、テキパキと入力作業を始める。キーボードを打つ音を聞けばわかった。

（めちゃくちゃ速い）

　読みにくい字をどうやって判断しているのかそれも不思議に思ったが、きっと慣れているのだろう。まさか仕事の半分以上を黒川が手伝ってくれるなんて予想外で、奏は申し訳ない気持ちでいっぱいになった。その反面、厳しい口調で奏を叱りながらも、ちらちらとやさしさを見せてくる黒川に奏は惹かれていく。

（だめだめ、集中しないと……）

　黒川のタイピングの音が気になってしまい、自分の指がすぐに止まってしまう。しかし黒川のおかげでものすごいスピードで入力作業が終わってしまった。

「すごい……」

「疲れたか？」

「あ、いえ……黒川課長の速さにびっくりしてます」

　最後のチェックをしていた奏の隣に立つ黒川を見上げる。入力は得意ではないがそこそこできる奏でさえも三十枚もできなかった。そもそも汚い字が読めないので、それを判読するだけでも時間がかかるのだ。

「そうか？　まぁ慣れているからな。この会社に入って散々やらされたんだ」

「え、課長もですか？」

「そりゃそうだ。入社してすぐに課長じゃないからな」

「あ、そうですよね」

　うふふふ、と奏は声を上げて笑う。

「それが終わったらもう帰れよ」

「課長はどうされるんですか？」

「まだ少し残ってるんだ。サービス残業だな」

　そう言いながら自分のデスクに戻っていく。自分の仕事が残っているのに手伝ってくれたらしかった。まさかと驚いてしまう。黒川を怖い人だからといった敷井は、彼のどこを見て言ったのだろうと不思議に思った。

　確かに、ずるをしたりサボっていたら黒川も怒るのは当たり前だ。だが誠実に仕事をしていれば叱られることはない。

（でも私、昼間めちゃくちゃ寝てたんだけど……サボってるのと同じよね？）

　それなのに叱られない。どうしてなの？　と奏は首を傾げた。そして気づく。

（あ、私が篠宮だから……。普通の一般社員とは違うから黒川課長も……？）

　奏が篠宮浩三の娘だからなのだと、気づきたくない真実を目の当たりにする。確かに部署のみんなは知ってると聞かされていたが、表面上はあまり変わらずに接してくれている。敷井や三澤は多少の意地悪をしてくるが、あからさまなものはなかった。特に黒川もそうだったが、今日の出来事で叱られはしたものの、やはりどこか特別扱いのような印象があった。

（そっかぁ。私って、やっぱり浮いてるのかな）

　社会勉強のために仕事を始めたものの、奏の気持ちは沈んでいくばかりだ。

　その日は帰宅後にバスタイムでリフレッシュをしても、気分は浮上しなかった。社長令嬢という奏の立場はどうしたって消えないのだ。










　毎日のように残業をしていた奏は、黒川からできているところまででいいから企画書を持ってくるようにと指示を受けた。計画書と平行して、労務関連の模擬も行っていた。まだ右も左もわからない奏が、いきなり他人の勤怠管理などは難しい。なのでこちらも練習として進めていた。

（勤怠管理って大変……。絶対に間違えちゃだめだし）

　そう思って午前中から気を引き締めて入力していたのだが、例の如く睡魔に何度も仕事を邪魔された。頭の中はあの淫夢がちらついて、集中どころの話ではなかった。そうこうしているうちに黒川に提出する時間が迫ってくる。

（ああ、もうタイムリミットだ）

　奏はできているところまでをプリントアウトし、項目ごとにファイリングしてから黒川のデスクまで持っていく。

「黒川課長、お忙しいところ申し訳ありません。こちら確認をお願いいたします」

　クリアファイルに入っている書類を渡すと、黒川の鋭い視線が奏に向いた。

「ああ、預かろう」

　書類を渡してほっと息を吐いて、自分のデスクに戻ってくる。今日も再び模擬計画書を作るために資料を読み込んではメモを取る。

　そうして時間がすぎて午後に差し掛かったとき、奏は黒川に呼ばれた。

「篠宮、ちょっと隣の会議室に来てもらえるか？」

「はいっ」

　黒川の手には午前中に提出した書類の入ったクリアファイルが握られている。どうやら目を通してくれたらしい。

　会議室に入ると座るように言われる。奏は入り口から一番近くにあった椅子を引いてそこへ座る。黒川も奏の向かいに着席した。無言の空気が否応なしに奏を緊張させる。

「これは、一人で作った？」

「はい、私一人で作りました。まだ最後までできてないのですが……」

「計算式がまるっきり違う」

「え？」

「これはちゃんとチェックしたのか？　社員の給与が一人毎月五百万など、どこのバブル会社だ？」

　クリアファイルから取り出した書類を目の前に置かれる。そこには赤文字でたくさんの書き込みがされてあった。確かに給与計算のところの数字がひとつ多い。

「計算式をあてにして自分でチェックしなかったか？」

「あっ、……すみません」

「それはなにに対して謝っている？」

　黒川の声は背中が凍るような冷たさを感じる。奏は俯き机を見つめたまま睫毛を震わせた。

「それは……」

「日中、よくデスクで寝ているのは知っている。夜は眠れていないのか？」

　黒川の質問に奏は答えられなかった。眠れていないと言えば理由を聞かれると思ったのだ。淫夢のせいで寝不足だなんて言えない。

「敷井や三澤、他のメンバーの、篠宮に対しての態度を注意した。今でもそれが原因で精神的に辛い状況なら、相談して欲しい」

「……えっ」

　黒川の冷たい表情がふっとやさしくなった。今まで張り詰めていたものが一気に緩んで泣きそうになる。

「それで眠れないんじゃないのか？　顔色が悪いのは気づいていた。心配していたし気に掛けていたんだ」

　驚いた奏は顔を上げて黒川を見つめていた。気に掛けていたという言葉に胸がぎゅっと苦しくなる。残業のときに姿を見せて手伝ってくれたり、頑張れよと励ましてくれたりしたのを思い出す。

（黒川課長……気にしてくれていたんだ）

　仕事で失敗して叱られているのに、そわそわ落ち着かない気持ちになっている。不謹慎だと思うけれど、黒川の言葉が嬉しかった。

「眠れないのは、敷井さんや三澤さんが原因ではないんです。仕事に慣れていなくて、自分でも空回りしてたんだと思います。計画書の間違いは、私の単純な確認ミスです」

「確認ミスか。今の眠れていない状態で仕事をしてもまた失敗してしまう。眠れない原因はまぁ、言えるなら話して欲しいんだが。それが解決すれば残業もしないで済む。業務の失敗もなくなるだろう？」

　寝られないのではない。寝ているのだが、眠りが浅すぎて昼間にうたた寝をして淫夢を見てしまうのだ。最近は必ず下着が汚れるようになったので、もう初めから衛生用品を付けて下着を履いている。そんなことを黒川にどう説明すればいいのだろうか。

「寝てはいるんです。でも、眠りが浅いみたいで……」

　本当は淫夢を見て、寝ているようで寝てないのだと言ってしまいたかった。だが今ここでそんなおかしなことは言えない。むしろ淫夢だなんて信じてもらえないに決まっている。奏はギュッと唇を噛み締めた。

「そうか。極力眠れるように努力しろ。昼間にうたた寝はよくない」

「はい……」

「そう落ち込むな。まだ入社して三ヶ月くらいだろう。なにも知らない人間がたった三ヶ月で全てを上手くこなせるような課じゃないんだ」

　黒川が立ち上がり、奏を励ますようにして肩にポンと手を置いてくる。黒川はときどき奏に触れてきた。転びそうになったとき、駅で励ましてくれたとき。しかし今日はいつもと違っていた。

　触られた瞬間、脳裏にあの淫夢がぶわっと広がったのだ。

　しかも今までは相手の顔が靄もやで霞んで見えなかったのに、はっきりくっきりと黒川の顔で登場した。

（えええっ！　なに、これ！）

　薄々は感じていた。黒川の手の温もりに似通っていたし、金木犀のような甘い香りまで感じた。あれは黒川の付けているコロンの匂いだ。夢の中で触れられるたびに、黒川だったらどうしようとドキドキしていた。

　それが今、はっきりと黒川だと確定した。してしまったのだ。

　――失敗ばかりして悪い子だな。

　淫夢の黒川が奏に話しかける。両手で頬を包まれて温かい指が奏の唇に触れる。

　――悪い子にはお仕置きが必要だろう。

　黒川の手が奏の体のラインをなぞっていく。下へ下へと移動し、奏の繊細な部分に手を差し込んできた。

　――もう濡れてるのか。なにを期待した？

　頭の中で黒川のソフトな声がいやらしい言葉を話す。

（うそっ、私、寝てるの？　え？　なに？　どういうこと!?）

　ずくん……と下腹部の奥の方で小さな熱が爆ぜた。その瞬間、なにかに引っ張られるように現実に戻される。

「おい、大丈夫か？」

　肩に乗せられていた手が離れると、脳裏の淫夢が瞬く間に消えてしまった。奏は訳がわからなくて、黒川の問いかけにも答えられないでいた。

「篠宮？　どうした、大丈夫か？」

「え、あ、はい……」

　黒川の心配そうな顔が目に入り、奏はようやくなんとか返事をする。それでも黒川の困惑した表情は消えなかった。

「篠宮、やはり寝不足だけじゃないだろう？　どこか体調でも悪いか？　日に日に顔色も悪くなっていくし、今日なんて目の下の隈がひどいぞ」

　眠ると淫夢ばかりを見てしまい、あまつさえそれに夢中になりそうになっているなんて、本当はどこか病気なのだろうかと真剣に考えてしまった。

「いえ、大丈夫です。本当に寝不足が続いているので、疲れているだけだと思います」

　奏は黒川が納得しそうなもっともな返事をして、ようやくその場を凌しのいだ。

　会議室に一人残された奏は、ついさっきのことを考える。

　今まで夢にかかっていた靄が晴れ、はっきりと見えた顔。

　それは黒川だ。だが黒川が奏から手を離した瞬間に消えてしまった。

（触れられて淫夢を見るなんて初めて。でもいきなりどうして？　それに見えたのは一瞬だった。淫夢の相手が黒川課長かどうか、もう一度確認したい）

　真剣な顔で奏はそんなことを考える。とはいえ、黒川に長く触れるなど、どうすればいいのだろうか。しかし淫夢の相手が黒川だとわかったところで、解決法が見つかるとは限らないが――。

（なにが原因なのかはわからないけど、とにかく今は……）

　奏は会議室を出て自分の席に戻る。向かいに座る敷井に大丈夫？　と声をかけられたが、曖昧な返事しかできなかった。頭の中は自然な感じで黒川にタッチする方法の模索でいっぱいだったのである。

「コーヒー……とか？」

　ぶつぶつとひとり言を呟き奏は席を立った。三澤と敷井が心配そうな顔でこちらを見ているのも気づかないまま。

　奏が考えたのは、一瞬でもいいから黒川に触れること。黒川からの接触を待っていられないので、なにかきっかけを作らねばと思った。そこで思い付いたのがコーヒーを持って行くことだ。手渡しで指に触れればきっとまたあの淫夢が見られる。肩に手を置かれただけであんなに長く淫夢を見たのだから。

（いや、私、淫夢を見るために触るって感じになってる？　そうじゃなくて、相手が課長かどうかを再確認するのが優先事項。そう、そうなんだから）

　なぜか自分に何度もそう言い聞かせてしまう。実のところ、あの淫夢にハマっているのは否めなかった。性に疎い奏が会社で自慰をしてしまうほどなのである。その相手が身近な男性になるのは、きっとこれまで男性との接触が少なかったからだろうか。

（でも三澤さんとも話すけど、全く出てこないなぁ。っていうか、イケメンだけど意地悪だもんね。出てこなくて当たり前かな）

　奏は給湯室にいた。いつも常備されているコーヒーメーカーに挽いたコーヒー豆を入れる、そして水も満タンにしてスイッチオン。

　コーヒーを持って行ったついでにどのくらい触れるだろうかと、ガラスのジャグに落ちるコーヒーを見つめながら考える。辺りには香ばしい香りが広がっていく。

　給湯室の戸棚から使い捨ての紙コップを取り出し、プラスチックの台座にセットする。

（課長はブラックなのかな？　あ～でもこの間……）

　つい先日、ここで自分でコーヒーを淹れている黒川と鉢合わせたときのことを思い出す。カップの近くには空になったミルクのゴミが三つほど、手にはスティックシュガーが複数握られていたような気がする。甘党なんだな、と思った記憶だ。黒川はスリムな体型でむしろスポーツでもやっているかのように引き締まっている。甘い物を摂っても太らない体質なのかも、とそのときに思った。

（ミルク三つと、砂糖が三本くらいかな？　でもこれそうとう甘いよね）

　カップの中にできあがった熱々のコーヒーを注ぎ、その中にミルクと砂糖を三つずつ投入する。黒い液体が茶色く変わり、ほろ苦い香りが微かに甘く変わった。まるでカフェラテのようである。

「よし、これで確認だ」

　小さな丸いトレイにカップを乗せた奏は、意を決してフロアへと戻っていく。飲み物はセルフで各自で淹れるようになっている。だからこうして黒川にコーヒーを持っていく社員はいない。黒川も他のみんなも仕事に集中していて、奏がコーヒーを持って歩いていることに気づいていないようだ。

「黒川課長、コーヒーをお持ちしました」

「ん？　ああ……自分で淹れるからよかったのに」

「いえ、もう保温のコーヒーもなかったので作りました。淹れたてはおいしいので、私も飲みたかったのでついでです」

「そうか。篠宮の分はどこだ？」

　黒川がトレイにひとつだけ乗せられたコーヒーカップに目をやる。しまった、という顔になったのも黒川に見られてしまい、奏は苦笑いで誤魔化した。

「まぁいい。とにかくありがとう。ここに置いておいてくれ」

　デスクの上にカップが置けるように書類をどかしてくれる。しかしここに置いてしまったら黒川に触るきっかけがなくなってしまう。

（どうしよう。ここに置いたらきっかけがなくなっちゃう）

　奏がもたもたしてコーヒーをデスクに置かないので、パソコン画面を見て仕事を始めようとした黒川が再び奏を見上げた。

「どうした？」

「あ、淹れたてをすぐに飲んでいただきたかったのですが……」

　緊張でトレイを持つ手が震える。手渡しでなければ触れられない。一瞬でいい、少しだけ指先が触れたら……。

「そうか。じゃあもらおうかな」

　奏の願いは叶えられた。黒川がカップを受け取るために手を伸ばしてきたのだ。奏は左手でカップを持ち、緊張気味に黒川へと手渡す、はずだった。

「どうぞ……」

　黒川が摑んだと思い奏は手を離す。しかしカップは黒川の手の中からするっと滑り落ち、見事に床にコーヒーをぶちまけてしまったのだ。

「あ！」

「……！」

　デスクの上の書類にはかからなかったが、下に落ちたカップから跳ねたコーヒーが黒川のスーツを汚した。

「す、すみません！　あの、ふ、拭きます！」

　慌てた奏は、ポケットからレースの付いた白いハンカチを取り出した。床に両膝を突いて黒川のスーツに飛んだコーヒーを拭く。しかしいくら黒系のスーツでもミルク入りのコーヒーの染みは目立っている。

（どうしよう、どうしよう……。まさか手渡しで落とすなんて、私なにやってるんだろう）

　涙目になりながらスーツを拭いていると、立ち上がった黒川がもういい、と足を引いた。

「あ、でもまだ拭けてなくて……」

「そんな綺麗なハンカチで拭いたら、そっちの方が使い物にならなくなるだろう」

　奏は手に持ったハンカチに目をやる。白かったそれは所々茶色く汚れていた。だが構わない。落としてしまったのは自分なのだ。

「いいんです。それよりも課長の靴にまでコーヒーの飛沫が……」

　そう言って奏は黒川の靴を拭こうと手を伸ばす。

「大丈夫だ」

　黒川がそう言いながら奏の手とハンカチを一緒に握ってきた。その一瞬であのときと同じ衝撃が走る。意識が後ろへと引っ張られ、奏の視界は一気に真っ白になる。

　――お前はかわいいな。こんなに尖っている。

　目の前に現れた黒川の顔。会社で見る厳しいものではない。甘くやさしく、淫靡な色気を垂れ流すその微笑は、奏の目を釘付けにした。

　頭に響くような黒川の声を聞いていると、ドキドキしてたまらない気持ちになった。

　――ほら、少し触るだけで感じるだろう？

　黒川の指先が奏の胸の先を弄ってくる。尖って凝ったそこは少し撫でられるだけでもジンジンと快楽の電流が広がり、それがあらぬところに充電されていくようだった。

（ああっ、課長だった。これからもずっと淫夢の相手は課長になるの？　私、どうしたら……ああ、すごい、もっと、弄って……）

　黒川の指がゆっくりと奏の胸から下の方へと移動していく。目の前には黒川の顔があって、やさしく愛しげな瞳でこちらを見下ろしていた。

　奏の瞳の奥を見透かしているような黒い瞳は、吸い込まれそうなほどに魅力的だ。なんて心地いいのだろうと思った瞬間、パッと現実の世界に戻ってくる。

　見てみると、黒川の手は奏の手から離れていた。奏はまだ床に膝を突いた状態で、黒川の足元を見ている。

　淫夢の相手はやはり黒川で、なぜかその黒川に触れられている間は強制的に淫夢を見るのだと確信した。

（いつもは私が寝たら淫夢を見るはずだったのに……一体どうしたのかしら）

　奏の胸に動揺が広がった。淫夢に出てくるのが黒川だとわかってから、奏の頭の中は黒川でいっぱいになっていた。それが引き金になったのかもしれない。黒川に触れる機会はそうなさそうだが、それでも淫夢の相手が黒川で固定されれば仕事がますますやりにくくなる。

「篠宮、そこまでして拭かなくていいから」

　いつまでも立ち上がらない奏を心配したのか、黒川がその場にしゃがみ込んでくる。そこで奏はようやく我に返った。

「あ、す、みません……」

「そんなに謝らなくていい」

「課長、タオルです」

　慌てた様子で駆け寄ってきた敷井が、奏と黒川の間に入ってくる。敷井からタオルを受け取った黒川が自分のスーツを拭く。もう一枚のタオルで敷井が黒川の足元に零れたコーヒーのところをトントンと叩き始めた。濡れタオルのようで床に零れたコーヒーがみるみる吸い取られていった。

「課長、火傷はされていませんか？　スーツは足元だけですが、すぐにクリーニングに出された方が……」

　テキパキと状況判断で動く敷井を、奏はぽかんとしながら見ているしかできなかった。敷井が現場を納める光景を見ながら自分の胸を左手で押さえ、ズキズキする謎の痛みは一体なんだろう？　とそんなことを考えていたのだった。

















第三章












　目を閉じて意識が遠のくと、黒川のやさしい声に起こされる。正確には夢の中で。いつも夢の中ではお互いに一糸纏わぬ姿だった。それにどこにいるのかわからなくて、辺りは真っ白で、体はふわふわ浮いているような感覚だ。

　それは今日も同じだった。

　――もう焦らさないでくれ。

　黒川の切なげな声が聞こえた。一体、奏がなにを焦らしたというのか。思い当たる節はないのにそう言われ、奏はなぜか切ない気持ちになっていた。

　――今日は、奏の中に入りたい。

　そう言った黒川が奏を背後から抱きしめてくる。その手は奏の下腹部に伸び、もう片方は無防備な胸に触れてきた。
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（あっ、や、あぁっ……）

　腰が引けて前屈みになると、尻に当たるのは熱く硬いものだ。黒川が柔らかい奏の尻にそれを押し当ててきて、初めての行為に奏は焦ってしまう。

　――大丈夫。やさしくするよ。気持ちいいことしかしない。だから体の力を抜いて。

　そう言われると、まるで魔法にかかったかのように奏の体は力が抜けていく。その隙を狙って奏の足の間に黒川が手を入れてきた。

（ひゃっ！）

　黒川の指が奏の繊細なクレバスに触れる。そこはすでに濡れていて、指がなめらかにその上を動く。そして前にも触れられたあの場所、敏感で気持ちのいいそこをぬるっと撫でられる。

（ああっ！　あ、ふっ……ぅんっ、そこ、あ、あ、あ、いいっ、なに、これっ）

　敏感な粒を撫で繰り回されて、奏の腰は不規則にびくびくと跳ねる。甘い刺激に奏はうっとりと陶酔していく。

　――ここよりもっといいよ。

　黒川が奏の耳元で囁き、蜜粒を撫でていた指が奏の深い場所に分け入ってきた。何度もその場所を往復して撫でていたかと思うと、ぐぐっと奏の中に侵入する。

（あっ！　や、だ、ぁっん。な、に……？）

　痛みはなく、そこからもまた別の快感が生まれる。指はゆっくりと抜き差しの動きを始め、奏の中をやさしく撫でる。

　――ほら、この場所。どう？

（んんっ！　ああっ！　や、だ、そこ、気持ちいい、いいっ、あっ、あっ、あっ！）

　声が止まらなかった。黒川に聞かれていると思うと恥ずかしくてしかたがないけれど、これは夢。そう思えるから奏は快楽を感じるままに声を出して体を捩よじった。

（もっと、擦って、そこ、ああ、そう……そこ、あ、あ、ふぁあん）

　快感の虜である。もうそれしか考えられなくて、自分がどんな格好で乱れているかなんて気にする余裕もなかった。それもこれも都合のいい夢だから……。

　――これを挿れたらもっといい。わかる？

　尻に押し当てられてた熱くて硬いもの。無知な奏でもそれがなにかは知っている。指でこんなに気持ちいいなら、これが入るとどうなるのか。現実なら怖くて仕方ないだろうが、これは夢。その夢の中の黒川が言うのだから、きっと気持ちいいのだろう。

（今まで全部、気持ちよかった）

　背後から足を開かされる。硬く熱い丸みを帯びたものが奏の秘所にあてがわれた。

　――いくよ。

　抵抗はほとんどなく、熱の塊が入ってくるような感覚だった。そしてやってきたのは快楽の波。それはとてつもなく大きくて、奏はあっという間に飲み込まれた。

（ああっ、あ、ひ、あぁあっ、すご、い、あんっ、あんっ……なに、これぇ）

　体が後ろから揺さぶられる。熱の塊が奏の体の中で動くと、そこから湧き出るのは快楽だった。刺激は全て奏をおかしくさせる。背後から突かれながら、その両手は奏の胸を摑んで揉みしだいてきた。ときどき尖って敏感になった乳首を捻られると、悲鳴のような喘ぎ声があふれ出た。

　――奏、君の中はすごい。熱くて狭くて最高だな。

　黒川の熱を帯びた吐息混じりの囁きに、奏は背中を震わせながら感じてしまった。そしてやってくるあの波だ。体がどこかに飛んでいってしまいそうな強烈な快楽である。

（ああ、きちゃう、すごいのが、あ、やぁっん！）

　脊髄から頭のてっぺんまで、甘く痺れるような快楽が駆け上がる。頭の中が真っ白になる感覚に身を震わせた瞬間、アラームのけたたましい音で目が覚めた。

「うそ……でしょ」

　からからになった喉で、奏は声にならない声で呟いた。

　その日の仕事は今までで最悪だった。昼間に寝てしまうこともさることながら、午前中に提出する書類が間に合わず、会議の準備をするのをすっかり忘れ、自分の仕事はほとんど進まない状態で昼休みに突入していたのだ。

　奏はデスクに肘を突いて自分の頭を抱えていた。脳裏にこびりつくのは黒川の声や感触、そして体内に入ってきた長大な熱塊の熱さだ。頭の中から振り払えないでいるから、仕事であり得ない失敗ばかりしてしまうのである。

（どうしよう、私。このままだと体もメンタルも本当に持たない）

　深くため息を吐いた奏に、隣の三澤が声をかけてくる。

「篠宮さん、大丈夫？」

　入社した当初は奏に地味な嫌がらせをしていた三澤だったが、黒川からの注意を受けて徐々に態度が軟化していった。その辺は素直なのだなと奏は思う。元来の性格はそう悪くはないのだろう。

「え、ああ。はい……まぁ」

「まぁ、って……そんな感じには見えないけど」

「ちょっと午前中のミスが、メンタルに響いています」

「だよね」

　三澤が苦笑いを見せる。その視線が壁にかけてある時計に向き、そして奏の方へ戻ってきた。

「ランチに行かない？」

「え？」

「や、え～っと、ちょっと話したいこともあるから」

　奏はどうしようかと迷った。三澤が嫌なわけではないのだが、午前中も案の定うたた寝をしてしまい下着が気持ち悪かった。いつもは衛生用品を装着してとりかえられるようにしていたのだが、今日はあの過激な黒川との夢を見たせいで遅刻寸前で忘れてしまったのだ。トイレに備え付けのものも在庫が切れているようで籠が空になっていた。

（あ、昼休みの時間に下着を買いに行きたかったんだけどな）

　今のままでは気持ち悪いので、新しい下着を近くのショップに買いに行きたかった。幸い会社から少し歩いたところに奏が愛用しているブランドのショップがあった。さっと昼食を済ませれば買って帰ってくる時間は十分ある。

「俺と二人じゃ、やっぱ嫌かな？」

　三澤は申し訳なさそうに言いながら、しゅんと肩を落としている。きっと黒川からかなりきつく叱られたのだろう。

「あの、いえ、そんなことないです。ご一緒させて下さい」

　奏はにっこりと微笑んで三澤からの誘いを受けた。

　三澤が「俺のお薦めの店にしよう」というのでその定食屋にあっさりと決まる。もちろん奏がなにを食べたいかも聞いてくれたが、正直今は下着の気持ち悪さと昼休みの残り時間が気になる。

「俺、篠宮さんはお嬢様だから、てっきり仕事を舐めてて日中よく寝てるのかと思ってた」

「えっ！　違いますよっ。私、ここ数カ月……夜にあまりよく眠れないんです。それでずっと寝不足が続いていて。仕事でミスを連発するのも睡眠不足が原因で……」

「夜眠れないって、なにか原因は思い当たるの？」

「あ～そう、ですね……」

　さすがに淫夢を見るからです、とは口が裂けても言えなかった。原因はわからないんですと答え、奏は三澤と定食屋での昼食を済ませた。

「庶民のランチしか連れて行けなくてごめんね」

「そんな……。こちらこそ、ご馳走になってすみませんでした。こういうところで食べるのは初めてなので、とても新鮮でした」

　店を出ると奏は丁寧に三澤へ頭を下げた。

「あは、これが新鮮か～。俺、篠宮さんのことを誤解して意地悪なことばっかりしたし。課長にも叱られて大人気ないって思ったんだ。だからこんなランチくらいで許してもらえるとは思わないけど、とにかく……ごめん」

　店の前で奏と三澤が頭を下げ合う。奏にとってはランチよりもその言葉だけで十分だった。誤解されるのも嫌がらせを受けるのも、元はといえば仕事中に寝てしまうのが原因なのだから。

「私も誤解をさせてしまうような態度だったので、謝らないで下さい。でもこの睡眠不足の原因をなんとかしないと、また仕事中に寝てしまうので……考えものですね」

「そうだなぁ。それ、厄介だね」

　三澤の同情を奏は微笑で受け止めて、左手首の時計にちらっと目をやった。

「時間、まだあるよね？」

　昼休みの時間を気にする奏に三澤が聞いてくる。

「あ、ちょっと買い物に行きたくて」

「そうだったの？　早く言ってくれればいいのに。俺ってまだ警戒されてる？」

「いえいえ！　とんでもないです！　せっかく誘っていただいたので、急かしてしまうのは悪いなと思ったんです」

「そっか。篠宮さんっていい人だよね。もっとちゃんと話せばよかった」

　三澤との食事を終えた奏は、大急ぎで下着を買いに走る。奏の愛用しているミランダというブランドが、たまたま会社の近くに店舗を構えていた。スマートで機能的、そしてレースをあしらった女性の好む大人っぽい商品が多い。

（急がなくちゃ……）

　奏は大急ぎで下着を買いに走り、店に入って商品を選び清算をする。店員さんは慌てている奏に驚いていたが、もう時間がない。早足で帰ればギリギリ間に合うだろうというところである。

（よし、帰ろう！）

　紙袋を持った奏は店を飛び出した。焦っていたのでよく前を見ていなかった奏は、人とぶつかりそうになって急停止する。

「すみませんっ」

　奏が頭を下げて謝ると、聞き慣れた声が奏の名を呼ぶ。

「篠宮？」

「え、黒川課長？」

「こんなところでなにを……」

　黒川の視線が奏の後ろの店で止められた。そこで奏がなにを買ったのかがばれてしまい、かあっと顔が熱くなる。

「時間がないから急いだ方がいい」

　奏がそこでなにを買ったのか聞きはせず、黒川はそう言って踵を返し歩き始めた。触れられなかったことでほっとした奏は、早足で歩き始めた黒川のあとを追う。

（は、恥ずかしかった……）

　冷たい風が奏の頬を撫でていくが、いつまで経ってもその熱が消えてくれない。小走りで黒川の後ろを行くが、そのスーツのポケットからピンクのリボンが付いた栞のようなものが出ているのに気づいて目を止める。

（あれ、本の栞だよね？　ピンク？　……かわいい）

　黒川のスーツの上着ポケットから覗くそれは、彼のイメージにはそぐわないものだ。前にもそういうのを黒川の会社のデスクで見たような気がするが……。

　スーツのポケットには文庫本かなにかが入っていて、そこに栞を挟んでいるのだろう。かわいらしいリボンだけが顔を見せているようだ。普段とのギャップにきゅんとなりながら、黒川に後れを取るまいと走るのだった。










　毎日のように遅くまで残業をしていた奏だったが、その日は三澤がかなりサポートをしてくれ、一時間の残業で帰れることになった。ほっとして帰り支度を終わらせ席を立つ。奏の向かいに座る敷井が、珍しくまだ仕事をしている。

「あの、手伝えることってありますか？」

　奏が声かけをすると、敷井はパソコン画面を見つめたまま、ないわよ、と素っ気ない返事が聞こえた。奏に雑用を振らなくなり、敷井はそこそこ忙しいらしかった。

「あ、じゃあ……私はお先に失礼します」

「お疲れ様」

　最後まで敷井は奏の方を見てくれなかった。少し胸が痛むが、敷井がツンとしてしまっているのも少しわかる。

　彼女は黒川に好意を寄せているのだと三澤から聞かされた。だからやたらと黒川に目をかけられている奏が気に食わないのだ。初めこそ丁寧に仕事を教えてくれていたが、今はかなり仕事も覚えてきた奏に冷たく当たるようになっている。

　嫌がらせはなくなったが、今のように顔を見て会話をしてもらえない。でもいつか、三澤のように誤解が解ければ話してもらえるだろうと思っている。

　フロアには敷井と他数名の同僚が残っていたが、奏は帰り支度をしてフロアをあとにする。エレベーターへ向かっているとき、少し前を黒川が歩いているのが目に入った。今日は黒川も一時間残業で上がるようだ。

（あ……）

　歩いている黒川の鞄から、なにか小さなものがぽとりと落ちるのが見えた。駆け寄って拾い上げると、それはどうやらお守りのようである。

「お守り……？　あの、かちょ……っ、あっ」

　拾い上げて黒川を追いかけようとしたが、エレベーターに乗り込み扉が閉まったあとだった。

「明日、返せばいいか」

　奏は黒川のお守りを、今度は自分が落とさないようにと鞄の下の方に入れる。

　その夜、どうしてなのかは不明だが、夢という夢を全く見ることなくぐっすりと眠った。

　翌日の爽快感は、言葉に言い表せないほどだった。ここ数カ月、感じたことのない体の軽さで、起きてすぐに踊り出せそうだった。










　奏は出勤すると、すぐに掃除を始める。自分のデスクは元より、他の人たちのデスクも拭いていく。とはいえ、極力デスクの上のものには触らないように気をつけながら。

　今まではそうしたくても体が付いてこなくてできなかった。だがぐっすり眠れるようになってから、早めに出勤して軽く掃除ができるようになったのだ。

（睡眠が取れるって最高！　朝ってこんなに爽やかだったっけ？　ふふふ）

　気分は上々である。どうして急に淫夢を見なくなったのかそれはさっぱりわからないが、とにかく毎日が爽快で元気いっぱいだった。きっとこれが本来の自分なんだと思うくらいに。

　拭き掃除は黒川のデスクを残すのみだ。雑巾を絞ってから黒川のデスクへと向かう。仕事中に書類でいっぱいになっていても、帰りには全てを処理して綺麗に片付けてから帰る黒川。そんな整理整頓がされてあるデスクには、スタンドファイルボックスが三つ、その横にブックスタンドで止められた本が数冊あるだけだ。

　奏のように資料や書類を積んだまま帰宅などしないようだ。とはいえ、奏が異例中の異例で、他の人のデスクもすっきりと整っている。

（私だって、仕事を覚えたら綺麗にできると思う）

　心の中でそう呟きながら黒川のデスクを拭く。ブックスタンドで止められた本の間に、本ではないものが立てられているのに気がついた。

（あれ？　これってＤＶＤディスクかな？）

　手を伸ばしてタイトルをよく見ようとしたら、フロアに人が入ってくるのを感じて手を止めた。

「お、おはようございます」

「おはよう。早いんだな」

　入って来たのは黒川だ。デスクの前でなにをしているのかと咎められるかと思ったが、奏の手に雑巾が握られているのを見て察したようだ。

「最近、調子がいいようだな。今日も顔色がいい」

　ＤＶＤのタイトルを見ていたのに気づいたのか、奏の視線を遮るように鞄でブロックされてしまった。もしかしたら奏に見られたことが照れくさかったのだろうか。

（なんだか課長かわいいな。もしかしてロマンス系が好きなのかな？）

　これまで要所要所で黒川のかわいい趣味の部分を垣間見てきた。ピンクの栞、恋愛物のＤＶＤだ。そのギャップに加えて、いつもは厳しい黒川が見せた笑顔や気遣いややさしさ。

「ここ最近は夜にぐっすりと眠れるようになったんです。それで毎朝爽快で」

　笑顔で答えた奏は、黒川の目の下の隈に気づいた。少し前までの奏のような感じである。

（あれ、今度は課長が眠れてないのかな？）

　気になって聞こうとしたが、他の社員がフロアに姿を見せ始めたのでやめておいた。

　奏が淫夢を見なくなってから一ヶ月がすぎた。毎日体が軽く、仕事中にうたた寝をすることもなくなった。単純ミスなどもなくなったので、敷井がやるべき仕事を手伝えるまでになっている。

　そのせいか敷井との関係が入社当初より好転しているように思えた。仕事が少しでもこなせるようになったのが功を奏したのならうれしい。

（このままもっと人事の仕事を覚えていけば、敷井さんとも今より仲良くなれるかな）

　仕事を潤滑にするには、やはり人間関係が円滑でなければ無理だと学んだ。大学の研究室にいた頃は、関わり合う人の数が圧倒的に少なかった。サークルにも入っていなかったし、人との交流関係は薄かったといえる。

　奏の毎日は充実し始めている。人間関係もそこそこ円滑に、仕事のミスはほとんどなく、新しい仕事もどんどん任せてもらっていた。季節はまだ寒い時期だが、そろそろ新卒採用の準備で人事課は忙しくなる。

「篠宮さん、午後からの新卒採用の計画会議、資料はできてる？」

「あ、はいっ。昨日のうちにまとめておきました。えっと……こちらです」

「ありがと。助かるわ」

　敷井から笑顔でそう言われる。奏は仕事をして感謝される喜びを日々味わっていた。

　奏の平和な日々は続き、新卒採用の準備に向けて忙しくしていたある日――。

「鞄の中をたまには整理しないとね」

　毎日使っている鞄の中身を全部出して掃除をする。持ち物はそう多い方ではないが、年頃の女性とあって細々とした物が多数あった。

「あれ……これ、なんだっけ」

　今まで使っていた鞄の底から白い紐の付いた小さいなにかが出てきた。

「あっ！」

　ピンクの外装で、恋愛成就、とかわいらしい文字で書かれた小さなお守りである。

「返すの忘れてた……」

　もう数カ月前のことである。廊下で拾ったそれを明日返そうと思って鞄に入れた。しかしその翌日から淫夢を見なくなったので、そのことに気を取られてお守りを返すのをすっかり忘れていたのだ。

「どうしよう……。このままって訳にもいかないよね」

　お守りの本体部分を手で撫でていると、やけにそれが分厚いことに気づいた。

「お守りって、こんなにゴワゴワして分厚かったっけ？」

　神社仏閣を回るのが好きな奏は、お守りもたくさん購入した経験がある。なのでそれが普通じゃないことはすぐにわかった。

「中を開けるのってあんまりよくないことなんだけど……気になるし」

　自分の持ち物ではないから、本当はそんなことはだめだ。しかし気になってしかたがなかった。相手が黒川だというのが大きいだろう。

　あんなにクールで厳しくて見た目も涼やかな人が、こんなピンクで女性っぽいお守りを持ち歩いている。しかも中になにかを入れた形跡があるとなれば、その好奇心は抑えきれなかった。

　奏はそっとお守りの紐を緩め、ピンクの外装の口部分を開ける。普通ならお念仏の書かれた小さな紙が入っていたりするのだが、それとは別に折り畳んだメモのようなものも一緒に入っていた。

（これ、なんだろう……？）

　奏は小さなメモ用紙を取り出し、それを広げて見てみる。するとそこには数字の羅列とアルファベットが書き付けてあった。

（一九九六一二二四？　Ｋ・Ｓ……なんだろうこれ）

　なにかのまじないかと思っていたが、奏ははっとする。この数字は奏の誕生日だったのだ。漢数字だったのですぐにピンとこなかったが、間違いなく奏の誕生日である。そしてその下にあるアルファベットは奏・篠宮のイニシャルだ。

（どうして、私の誕生日とイニシャルの書かれた紙がこのお守りに入ってるの？　偶然？　課長が自分で書いて入れた……？　なぜ？）

　まるで中学生の恋愛成就のためのお遊びのような行為に困惑する。昔は消しゴムに好きな子の名前を書いて、使い切ったら想いが通じるとかそういう甘酸っぱいおまじないが流行した。まさかその類いのものを大の大人が、しかも男性であのクールな黒川が行っているなど、とても信じられなかった。

「え、課長は私のことを……？」

　ものすごく見てはいけないものを暴いてしまったような気持ちになり、奏はメモを折り畳み、丁寧にお守りの中へと戻した。

（もしも課長が好きだって告白してくれたら、私は……）

　初めの頃は怖い印象のあった黒川だったが、今の印象は全く違っている。厳しいが仕事ができて、その中に思いやりがあってとても素敵な人だ。残業のたび気にかけてくれて、今では違う意味で黒川を目で追う始末である。

　それに夢の中に登場するあの男性は黒川になり、ますます奏の気持ちを惹きつける存在になっていた。

　黒川に触れられる心地よさを知ってしまい――夢の中での出来事だが――奏はその夢を見られないことに少し落胆していた。あれほど寝不足に悩まされ、仕事にまで支障が出ていた淫夢だというのに、見なくなるとなったで刺激が足りなくてつまらないとさえ思っている。

「はぁ……私、どうかしているわ」

　淫夢に悩まされていたときの自分を思い出してため息をついた。

　お守りにメモを戻した奏は、それを新しい鞄の内ポケットに入れ、落とさないように、とファスナーをしっかりと閉めた。

（明日、このお守りを返そう。でも中を見たなんて知られたら大変だわ）

　なんだか変なことになっているなぁ、と明日の準備を終えた奏はベッドに入る。

　その夜ももちろん淫夢を見ることなく、朝は爽快にすっきりとしかしどこか残念な気持ちで目が覚めたのだった。










「おはようございます」

　廊下ですれ違う同僚と挨拶をして、フロアへ入ろうとした。しかし奏の足は止まる。

（あれ？　課長……なんだかすごく顔色が悪い？）

　最後にフロアへ姿を見せた黒川はとても青い顔をしていて、まるで何日も徹夜をしたかのように目の下に隈を作って険しい顔である。整った顔が台無しだ。まだ仕事をしていないとは思えないほどで、社員の何人かはそれに気づいて心配そうな顔をしていた。奏も同じで、今までの黒川と全く違う雰囲気に心配になってしまう。

「三澤さん、課長どうされたんでしょうね？」

　我慢できずに隣に座る三澤にそっと聞いてみた。

「そうなんだよね。ここ一ヶ月ほどずっとあんな感じで顔色悪くて。でも仕事はいつもと変わらずこなしてて。どこか悪いのかもって他のみんなも言ってるよ」

「やっぱりここ数日、ひどくなってますよね」

「うちの課は黒川課長で持っているようなものだから、倒れたら仕事がパンクするよ」

「そうなんですか？」

　まさかそこまで黒川頼りでこの部署が回っているとは思わなかった。奏が担当している仕事も、そこまで重要な仕事ではなく、やはりまだ雑用の部類に入るのだろう。

「……うん。仕事ができるからね黒川課長。その次が敷井さんだよ」

　三澤と話していると、反対側に座る敷井がひょいと顔を見せた。

「こら、いつまで話してるの？　こっそり話しているつもりかもしれないけど、全部聞こえてますから」

　わざとらしく怒ってみせる敷井もまた、奏に対しての当たりが柔らかくなった。黒川に注意されたのが効いたのか、それとも奏の小さな頑張りを見ていてくれたのかはわからない。

「はいはい、敷井さんを怒らせたら怖いから、篠宮さんも仕事しましょうか」

「あ、はいっ」

　こんな風に冗談を言えるような空気になったのも、奏が挫くじけなかったからだ。

　父のいいつけを守ってここで社会経験を積めば、自分の夢も叶えられる。その目標があればこそだった。だから本当にいい経験をさせてもらっているなと奏は思っていた。

　自分の席について今日の業務内容を確認するためにパソコンを立ち上げる。その間にちらっと黒川の座る席を見やると、調子が悪そうに眉間を指で押さえていた。するとスッと立ち上がってフロアを出て行こうとする。

　今なら出社してすぐなので廊下にも人はあまり出ていない。お守りを返すならこのタイミングだと思い、奏もサッと立ち上がる。洋服のポケットにはいつでも返せるようにとお守りを移動させておいた。

（あ、課長、足元がふらついてる）

　奏はトイレに行くであろう黒川を追いかけているが、その足元は妙にフラフラしていて危なっかしい。

　奏は小走りに駆けて黒川に近づいた。

「あの、課長……」

　そっと声をかけると険しい顔のままで振り返ったので、一瞬だけびくっとする。

「ああ、篠宮か。なんだ？」

「体調、よくないように見えるのですけど、大丈夫ですか？」

　お守りを返す前に、黒川の体調が心配になってそう尋ねた。

「ああ、少し眠れていない。篠宮は眠れているみたいだな。これは伝染するのか？」

　目の下にひどい隈を作った黒川が苦笑いを見せた。本当につらそうだ。寝不足がどれだけきついかを奏は身をもって知っている。

「なにか眠れない原因があるんですか？　例えば……悪夢とか」

　奏がそういうと、黒川がぎょっとしたような表情になった。それを見て奏はまさか、と勘ぐってしまう。しかし夢の話を会社の廊下でするわけにもいかず、それ以上は踏み込まなかった。

「えっと、ちょっと前のことなんですが……帰宅途中に黒川課長が落とし物をされたので、それを拾って……。返すのが遅くなってしまって、申し訳ありません」

　奏はポケットからピンクのお守りを取り出して差し出す。険しい顔の黒川の表情がみるみる変わっていき、奏の手から奪い取るような乱暴さでお守りをひったくった。

「きゃっ」

「こ、これを……いつどこで……」

「あ、一ヶ月ほど前で……課長がお帰りの際に落とされたのを拾ったんです。でもすぐにエレベーターに乗られてしまわれたので。お返しするのが遅くなりま……きゃっ！」

　奏は黒川に腕を摑まれ、すぐ近くにある会議室へと引っ張り込まれた。

「か、課長?!」

「これを拾ったことは、誰かに話したか？」

　奏の両腕をがっちりと摑み、必死な形相で尋ねられた。あまりの勢いで驚きすぎて声が出ない。

「おい、話したかと聞いている」

「いえ、はな、話して、いませんっ。課長、い、痛いですっ」

「あ、ああ……すまない」

　我に返った黒川がようやく腕を離してくれた。奏は摑まれたその場所を撫でながら、どうしてこんなに必死になるのかと不思議に思ってしまう。

「課長。どうされたんですか？　このお守り、そんなに大切なものでしたか？」

「恥ずかしい話、ある願掛けをしているんだ。成就する前にこれをなくしたら願いが叶わないばかりか、悪夢を見るようになって……眠れていない」

「えっ、悪夢……ですか」

　まさか黒川まで悪夢を見ているなんて……と奏は驚いてしまう。

（私と同じ淫夢……ではないわよね）

　会社ではうたた寝をしない黒川だが、きっと昼休みに仮眠しているのだろう。悪夢とはどういう内容なのか。気になったが聞ける雰囲気ではなかった。

「なら、なおさらお返しが遅くなってすみませんでした。これで悪夢を見なくなればまた元気な黒川課長にお会いできますね」

　奏はにっこりと微笑んだ。黒川も心の底から安堵しているようだった。

「心配をかけたな。他のみんなにももう大丈夫だからと言っておいて欲しい」

　さっきとは打って変わって、黒川の表情は気が抜けたようになっている。よほどあのお守りが大切だったのだ。奏の生年月日とイニシャルの書かれたメモの入ったお守りが。

　足元はふらついていたが、大丈夫というのだから平気なのだろう。黒川と一緒に会議室を出た奏は、そのままフロアへと戻ったのである。

















第四章












　夜、奏は誰もいないオフィスに一人で仕事をしていた。もう前のように同僚から仕事を押し付けられるようなことはなくなったはずなのに、奏は積み上げられた書類に囲まれていた。

（このままじゃ終わらない）

　焦りながらも懸命に仕事をしていると、フロアに誰かが入ってくる気配があった。灯りは奏の作業をしている机だけしか点いていないので、暗闇にいる人が誰かを認識できない。

　近づいてきた人物が光の下に入って初めて顔が認識できた。

「黒川課長！　もう帰られたのかと思っていました」

「また残業か？　これはお前の仕事じゃないだろう」

　デスクの上の書類を見やった黒川が呟いた。

「あ、大丈夫です。頑張りますので」

　強がった返事をしたが、このペースでは朝までコースになるだろう。

「そんなことだから奏はだめなんだ」

　黒川の言葉に奏は引っかかりを覚えた。今までは篠宮と呼ばれていたはずなのに、今日の黒川は奏を下の名前で呼んでくる。他に人がいないからいいようなものの、敷井の耳に入ったら一大事だ。黒川に好意を持っているのだから、また嫌がらせをされかねない。

（なんだか、黒川課長……いつもと違う）

　いつもより至近距離に立っている黒川に、奏は妙な高揚を覚えてしまう。

「私は大丈夫ですので、黒川課長は帰ってくだ……」

　いきなりマウスを持つ手を上から握られた。どきっとして黒川を見上げると、同時にその手を引っ張られ強引に立たされる。

「なっ、なんですか？」

「ちゃんと断れなかったんだから、お仕置きが必要だな」

「え？　お仕置き……っ」

　引っ張られた奏は唇を貪られた。黒川のキスはあの夢と全く同じだ。巧みな動きで舌を絡め取られ、性感ポイントの口蓋を突かれる。腰を引き寄せられて体がぴったりと黒川に寄り添った。

（うそ……なに、これっ！）

　奏の頭の中は大混乱だ。まるで夢の中の黒川が現実に出てきたような感じである。

「んんっ、ぅんんっ……はぁっ、ぅんんっ」

　黒川を押して唇を離しても、すぐさま塞がれる。腰を支えてもらっていなければ、腰砕けになって座り込んでいただろう。

「く、黒川課長……？　ここ、会社です……」

「わかってるよ。誰も来ないさ」

　黒川がそういったかと思うと、デスクの上に奏の体を持ち上げて乗せてしまう。隣のデスクは敷井の場所だが、いつもはファイルや書類箱が積んである場所になにもない。ただフラットな広いデスクがあるだけだ。

（あれ？　変だ。なにかおかしいわ）

　黒川にデスクの上へ乗せられ、そのまま押し倒される。黒川がこんなことをするのは奏の夢の中だけだろう。そう考えてはっとした。

（私、また夢を見てるの!?）

　再び明晰夢が始まったのだ。

「や、あ、やめて、下さい……っ」

「やめて下さいだって？　これはお仕置きだからやめるわけにはいかないよ。奏の体にちゃんと教えないとね」

　黒川が奏の洋服に手をかける。奏はあっという間に下着だけの姿にさせられてしまった。

（これは夢、夢なんだわ。早く起きなくちゃ。……早くっ）

　焦っても夢から目覚められない。夢とわかっているのに、この場から逃れられない。黒川の手の感触を体が思い出し、あらぬところが熱を帯び始めた。

「なにを隠しているんだ？　恥ずかしいのか？」

「あ、当たり前ですっ」

「ふっ……かわいいな。隠さなければいけないような場所など、奏にはないはずだ」

　黒川の指先がそっと下着に触れた。その途端、パァンと弾けるようにそれが消えてなくなった。奏は生まれたままの姿でデスクに座り、無防備な状態で黒川と対峙している。

　尋常でないほどの鼓動の高鳴りに、体が喜んでいるのを知る。そんなことはないと頭では否定しても、体は黒川の愛撫を覚えている。

「手をどけて、全部見せるんだ」

　そっと手を摑まれ、左右に開かされる。羞恥で消えてしまいたくなるが、その反面黒川に弄られたいとも思っている自分がいてパニックだった。

「ほら、ここは素直だ。こんなに硬い」

「はぁぁぁぁんっ！」

　胸の先に吸い付かれる。たったそれだけで衝撃的な快感が体の中を駆け巡った。まるで落雷に打たれたような感覚だ。

「その声、そうとう悦いようだな。片方だけでは物足りないだろう。こちらは指で弄ってやろう」

　黒川の指で左の胸の先は右に左に弾かれ、そのたびに全身が不規則にびくびくと跳ねた。

「やぁん、あ、はぁ、ぁぁっん、い、やぁあぁん、んんっ……ぅぁっ」

　声を抑えられない。途中から自分の手で口を押さえたが、それでも喘ぎ声は指の間から次々に漏れていく。足を閉じてその間のもどかしさをなんとか逃がそうとするがだめだった。もじもじと動かせば動かすほど刺激を欲してしまう。

「なんだ？　もう欲しいのか？　奏はエッチだなぁ」

「ち、ちが……っ、ふあん！」

　黒川の手が奏の足の間にするっと滑り込んでくる。巧みな指使いで小さな肉粒を捏ねくり回されると、胸の先を弄られるのとは違う強烈さに抗えない。

「あっ、あっ、あっ、やっ、あぁんっ、は、ぁっ」

　黒川の手を足の間に挟み、奏は淫靡に腰をくねらせていた。くちゅくちゅといやらしい音が聞こえて、どれほど濡れているのかを思い知る。

「こんなに濡らして……。悪い子だね」

「そ、れは……黒川課長が……さわ、触る、か、らぁあっ！」

　足を大きく開かされる。さっきまで服を着ていたはずの黒川は、いつの間にか脱衣していた。隆起するその熱塊を目にし、腹の奥がきゅうっと疼く。奏は黒川の楔の味を知っている。夢の中でだけだが、あの快感を体に刻み込まれた。

（これは夢だから……だからもう、いいっ）

　夢ならば、どれほど乱れてもいい。どんなに卑猥な言葉を口にしても、夢なのだから問題はない。そう思って自分の箍を外す。

「黒川課長……それを、挿れて下さい……」

「それ？　それとは、どれかな？」

　意地悪く笑う黒川が、自身の熱塊を摑んで奏の熟れたクレバスにあてがった。だが濡れた肉洞に入ろうとしない。いつまでもその場所を、いたぶるようにして何度も撫で回してくる。

「あっん、んはぁっ、あ、いぁあん、や、早く、して、下さい」

「だからなにをだ？」

　熱く硬いものが肉粒をぐりぐりと押し潰し、奏は腰をくねらせて悶えた。言わなければもらえない。夢の中だというのになんと意地悪なのだろうか。夢なのだから少しは奏の思い通りになってもいいのにと思う。

「黒川課長のを奥まで入れて下さいっ」

　顔から火が出そうなほど羞恥に襲われながら、奏は叫ぶように懇願していた。その数秒後……。

「は、あああぁあぁあっん！」

　熱い楔が一気に奥まで突き入れられた。意識が飛びそうなほどの快感に、奏は息をするのさえ忘れてしまった。満ちていく快楽はますます奏を虜にする。

「これか？　これが欲しかったのか？」

　黒川がそう言いながら激しく腰を使ってくる。体を揺さぶられながら、肉筒は絡みつくように黒川を締め上げた。

「ああっ、ああっ、ああっ、気持ちいい、すごい、ああっ、もう、ひぃっ」

　胸を摑まれ揉まれても、もう抵抗はできなかった。これほどに強烈な快感に支配され、どう抵抗すればいいのか。頭の芯まで痺れて他のことはなにも考えられなくなった。

　そして奏の中を擦る熱塊が弾け、同時に奏も絶頂を迎える。なにか口走ったような気がしたが、気が遠くなり目の前が白い光に包まれてしまった。

「あああぁっ、は、ぁっ……！」

　覚醒した奏は肩で息をしながらベッドの上で起き上がっていた。汗をびっしょりかいて、なによりも不快なのは、まるで夢精でもしたかのように下着が濡れていることだ。

「夢……また、始まった？」

　汗が額にびっしりで、奏はそれを手で拭い取った。時間を見るとアラームが鳴る一時間前だ。感覚的にはあまり寝たような感じはなかった。これは少し前に淫夢で寝不足だった頃の感覚に近い。

（たまたま、よね？　しばらく見てないなって思ったから、それで夢を見ちゃったんだわ。きっとそうよね）

　奏は自分に言い聞かせてベッドから降りる。身支度を整えて出社時間までぼんやりとしてしまった。










　淫夢を見始めたその日から、奏は再び毎日のように寝不足に陥っていった。案の定、それは仕事に響き、敷井にも三澤にも心配されることとなる。

「はあぁぁぁぁ……」

　会社の洗面所で大きなため息を漏らした奏は、なにがきっかけで淫夢が再開したのかを必死に考えていた。

（私、なにか特別なことをしたかしら。夢を見ていたときと見ていないとき。なにが違うの？）

　考えても全くわからない。答えが出れば、解決する可能性がある。あの淫夢の快楽は捨てがたいが、それよりも現実の寝不足の方がつらかった。

「篠宮さん」

　背後から声をかけられて奏は驚いて振り返った。そこには心配そうな顔の敷井の姿がある。

「最近また眠れてないんですって？」

「はい……そうなんです。原因が全くわからなくて」

「そうよね。残業も……ない、もんね」

「自律神経のバランス、かもしれないです。今度はちゃんと病院に行こうと思います」

「そうね、そうした方がいいわ。仕事の方は私もフォローするから、あまり気にしないでいいから」

「はい、ありがとうございます。ご迷惑をおかけして申し訳ありません」

　奏が頭を下げると、やめてよ、と敷井が驚いたような声で奏の肩に触れてきた。

「私、あなたの教育係を言われたのに、意地悪しちゃってごめんなさいね。ずっと謝りたかったの」

「あ、いえ。私も敷井さんにご迷惑をおかけしていたし。今も、寝不足でミスばかりですし……」

　お互い様ですから、と奏は言って敷井に微笑みかけた。三澤とは和解できていたし、敷井との関係性もこれでよくなるだろう。悩み事がなくなれば、自律神経のバランスもよくなり、淫夢を見なくてすむかもしれない。奏はそう楽観視していた。しかし現状は変わらなかったのだ。

　奏は悩んでいた。そして会社で敷井と二人でランチを摂っていたとき、不意に思い出したことがあった。

（黒川さんのあのお守り……。持っていたときは淫夢を見ていなかった。でも返したその日の夜、あの夜から見始めたんだわ！）

　会社のカフェテリアでパスタを食べている最中に気づいたのだ。フォークにパスタを巻いたまま、奏はそれを見つめて固まっていた。

「し、篠宮さん？　それ、おいしくなかった？」

「え？　あ、いえ！　違うんです。ちょっと、あの……思い出したことがあって……」

　奏は急いで口元を拭き、鞄を持って立ち上がった。

「篠宮さん？」

「ごめんなさい。先に戻ります！」

　ぽかんとした敷井を置いて、奏はトレイを返却してから急いでフロアへと戻る。

（この時間ならもうフロアに戻っているか、あそこ……かも）

　奏が淫夢を見てしまった、あの吹き抜けの広い休憩所だ。息を切らせながらフロアに戻るが、やはりそこに黒川の姿はない。鞄とコートを置くと、奏はすぐに吹き抜けのある休憩所へと走った。ソファで休憩している人の中に、黒川の姿を見つける。足を組んでソファにもたれかかり、ブックカバーのかかった本を真剣な顔で読んでいる。

（いた！）

　奏は呼吸を整えて黒川に近づいた。その気配に気づいた黒川は、本から視線を上げて奏を見ると慌てたように本を閉じた。

「あの、黒川課長」

「篠宮？　どうしたんだ？」

「少し、お話をしたいのですが。どこか別の場所でもいいでしょうか？」

「ここでできない内容か？」

　そう問い返されて、奏は静かに頷いた。お守りの話は黒川が誰にも聞かれたくない内容だろうし、淫夢については奏が聞かれたくはない。とはいえ、黒川にも話すつもりはないのだが。

「じゃあ、どこか会議室を取ろう」

　黒川が立ち上がり、スマホでなにかを確認している。恐らく会議室の空き状況を確認しているのだろう。

「十八階の小会議室なら空いているようだから」

「……はい。ありがとうございます」

　奏は黒川の後ろをついて行き、エレベーターへ乗り込む。その間、会話らしいものはなかった。奏がそこで気になっていたのは、黒川がスーツのポケットにしまった単行本に挟まれている栞である。

（あのピンクのリボンの栞って、この間見たのと同じかな？）

　意外と乙女チックな一面があるのはもう知っているので、今度はどんな本を読んでいたのかが気になってくる。

「篠宮、着いたぞ」

「あ、はいっ」

　ぼんやり考えていた奏は、黒川の声に慌ててエレベーターを降りた。十八階はほとんどの部屋が会議室になっていて、黒川が飛び込みで予約を入れた会議室まではすぐだった。

　部屋に入ると、長い事務デスクが二つと椅子が四脚しかない小さな会議室だった。なので自ずと黒川との距離も近くなるので少し緊張する。

　先に会議室に入った黒川が椅子を引き、奏に座るように促してきた。それを素直に受けて、奏は椅子に腰かける。黒川も座るのかと思いきや、奏のすぐ横でテーブルにもたれかかるようにして立ったままだった。

「それで、人目を気にするような話とはなんだ？　業務関係か？」

「いえ……業務とは関係ないのですが……」

　奏がそう言うと、黒川が小さくため息を吐いて胸の前で腕を組んだ。じゃあなんだ、とでも言いたそうである。

「あの、少し前に、黒川課長にお返ししたあのお守り……まだお持ちですか？」

　急に変な話をし始めた奏に、黒川は怪訝な眼差しを向けてくる。まさか他言したのか、と早口に言われ、奏は首を振る。

「なんだ、びっくりしたじゃないか。誰にも言わないでくれて助かっている」

「はい……。その、それでお守りを見せてもらっていいでしょうか？」

「ん？　どうしてだ？」

　どうして、と聞かれて奏は言葉に詰まる。それが自分の淫夢と関係あるかもしれないからとはとても言えないからだ。

　黙ってしまった奏に痺れを切らせた黒川が、こちらを見下ろしている気配に気づいた。黒川の両手はパンツスーツのポケットに入れられている。

（どうしよう。本当のことは言えないし……）

　奏は悩んだ末に、核心はぼかすことにした。

「あの……あ、悪夢を……また悪夢を見ているんです。それで眠れなくて仕事にも支障が出ています。でも、黒川課長のお守りを持っていたときは夢を見なくて、ぐっすり眠れてたので、もう一度試してみたいんです」

「悪夢？　それが原因でうたた寝をしていたのか。いや、だが、私の持っているお守りの効果……とは言いがたいだろう？　もしかしたら仕事に慣れてきてストレスが減ってきたからとは考えられないか？」

「それもあるかもしれないです。でも一度止まった悪夢がまた始まったので困ってるんです。あの……お守りは今もお持ちですよね？」

「どうしてそう思う？」

「右手、私がお守りの話をしたときからずっとスーツのポケットに入れてますし、中でお守りを触っているのに気づいています」

「……っ」

「お願いします。一日だけ試させて下さい。もう悪夢で眠れなくなるのはつらいんです」

　奏は本心からお願いした。これでもしも効果が出たら、お守りをしばらく借りたいと頼むだろう。しかしそれもこれも効果が出るか試さなければ始まらない。

「……だめだ」

「……え、黒川課長っ」

　奏は思わず立ち上がった。こんなに真剣に頼んでいるのに、と涙目になってしまう。

「これは普通のお守りだ。効果などない」

「黒川課長には普通のお守りかもしれないですが、私には違う可能性があるんです。だからお願いします！」

　奏は頭を下げた。見えるのは黒川の靴先である。しかしこんなに頭を下げても黒川からいい返事がもらえなかった。

（どうして？　お守りを見せてもくれない。まさか中のメモを見られると思っているのかしら）

　そうも考えたが、お守りを見せてもくれない黒川に次第に腹が立ってくる。下げていた頭を上げた奏は、このまま貸してくれないなら、強硬手段に出るしかないと思った。

（触れればまた淫夢の世界に引っ張り込まれるかもしれないけど、でも……っ）

「どうしてもだめなんですか？」

「悪いな。貸せない」

　黒川に言い切られ、奏はぎゅっと唇を噛み締めた。右のポケットに入っている手を引っ張り出すために、奏は黒川の腕にしがみ付いた。しかし淫夢の世界に引っ張り込まれなかったのでホッとする。

「なっ、なんだっ、おい、篠宮っ」

「ここにあるのはわかってるんです！　だから、少しでいいので、出して下さいっ」

　抵抗する黒川に奏は精一杯しがみ付き、腕をポケットから引っ張り出そうとした。しかし男性の力には敵わなかった。揉み合いながら黒川を会議室の壁に追い詰める。

「やめろっ、篠宮っ、こら、ちょっと……篠宮っ」

「お願いです！　あの夢はもう、本当に……っ」

　黒川にしがみ付くような格好で顔を見上げる。二人の顔はキスをするくらいに近づいた。そこにはクールでも焦った顔でもない、見たことのない黒川の顔があった。

（真っ赤……だ）

　黒川の顔を見て奏の顔も一気に赤くなった。黒川の腕を摑んでいた手の力が緩み、急に淫夢の光景がフラッシュバックしてくる。目の前にいるのは夢の黒川ではなく、本物なのだ。奏が摑んでいる黒川の腕は、夢とは違って弾力も温もりも全てがリアルである。それによって自分の黒川に対する思いが、本物なんだと思い知らされた。

　しかし今はなんとしてもこのお守りを手に入れなくてはいけない。形振なりふり構っていられなかった。

「これを渡してくれないなら、秘密をみんなに話します！」

　奏は黒川を睨むようにそう言い切ると、黒川の抵抗がふっと緩む。

「篠宮……」

「私、そのお守りの中……見たんです。私の誕生日とイニシャルの書かれた紙が入ってました。どうしてですか？　黒川課長」

　いつもはクールで落ち着いている黒川が、自分の口を押さえて明後日の方を向いてしまう。顔は赤くなったままで、まるで学生の恋愛話で好きな子を言い当てられたときのようだった。

「篠宮、それは卑怯だ。勝手に見るなんて……。それに言わないと約束したじゃないか」

「私にもそのお守りが必要なんです。……なら、私が悪夢の内容を話したら、お守りを貸していただけますか？」

　奏の言葉に黒川がぴくりと反応する。

「交換条件です……」

「それは交換条件になるのか？」

　困惑したような黒川の顔を見た奏は、頬を紅潮させながら「なります」と答えた。

「悪夢と言いましたが……実はその、な、内容が……」

　羞恥が先に立ってなかなか言葉が出てこない。自分から交換条件だと言い出したのに、これではお守りを貸してもらえない。

（私の話を聞けば、黒川課長は気持ち悪いとか変態だと思うかな。それは嫌だなぁ）

　奏は沈黙の中、迷っていた。あの寝不足と淫夢に魅了され囚われ振り回される毎日を思い出す。はぁ、と大きなため息を吐いて、奏はその場にしゃがみ込んだ。

「篠宮……？」

　心配そうな黒川の呼びかけに答えるように、奏は消え入りそうな声で告白する。

「い、淫夢……なんです」

「え？」

　体が焼けているのかというくらいに熱くなっていく。黒川の顔を見られなくて、奏はとうとう会議室の床に座り込んで顔を覆ってしまう。黒川はどんな反応をしているのだろうか。見るのが怖くて奏はずっと動けない。顔を手で覆ったまま「黒川課長が出てくる、エッチな夢なんです」と続けた。

「篠宮。それは本当か？」

　黒川の静かな声が聞こえて、奏はゆっくりと顔を上げる。やはりこんな悪夢の内容は信じてもらえないのだろうか。ズキズキと胸が疼き、もうだめだと思った。

「信じてもらえませんよね？」

「いや、信じる。というか……そうか、これは本物か」

　黒川が信じると言ってくれた。しかし後半の言葉の意味はわからない。

（これは本物？　なに……？）

　黒川が奏の隣に片膝を突いて目線を合わせてくる。そして目の前にポケットから取り出したお守りを見せてきた。

「篠宮がそこまで……泣いてしまうほど悩んでいるとは思わなかった」

　奏の頬はいつの間にか涙で濡れていた。感情があふれたときに涙も一緒に出てしまったのだ。指摘されて初めて気づき、泣いていたことに自分でも驚いてしまう。

　その頬の涙を黒川の手がやさしく拭ってくれた。

「黒川課長……」

「この中を見たと言ったな」

「……はい」

　黒川がお守りの口の部分を緩め始めた。小さな袋の中から出てきたのは、奏が見たあのメモだ。折り畳んだそれを奏の前で広げて見せる。

「これは、書いてある通り恋愛成就のお守りだ。その中に……自分の想い人のイニシャルと誕生日を書いて入れておく。そして肌身離さず持ち歩くのが条件だった」

　今までに見たことのないような黒川の顔だった。やさしく微笑みながらも、どこか照れくさそうである。

（自分の想い人？　それって……）

　どんな黒川の顔も嫌いではないが、今まで見た中で一番好きだと思った。気負わずよそ行きでもない素の黒川の表情である。

「篠宮が言った通り、これはお前のイニシャルと生年月日だ」

　真っ直ぐ目を見て黒川が真剣に話している。恋愛成就のお守りに好きな子のイニシャルと生年月日。これは完全に告白だ。気づくまでに時間を要したが、奏は羞恥で顔が熱くなるのを実感してようやく気づいた。

「俺がこれを作ったせいで、篠宮は淫夢を見るようになったのか？」

「多分、そうかもしれないですね。今までは黒川課長と物理的な距離がありましたけど、私がこの会社に入社して部下になってその距離も近くなって……効能が発揮された……とかでしょうか？　なんだか魔法の世界の話みたいですよね」

「そうだな。実際にここまでとは思わなかった。それで、夢に俺は出てきたんだな？」

「もうずっと黒川課長しか出てこないんです。初めは顔が見えなかったのに、いつからか相手が黒川課長になっていて……。会社でも顔を合わせるのに、どうしたらいいのか……」

　奏はまた顔を手で覆った。口に出してしまうと止まらなくなって、夢の中の黒川がどんな感じなのかを次から次に言ってしまう。

「それで、意地悪で……もう、嫌だっていうのにやめてくれなくて。黒川課長は……本当にドＳです」

「それは篠宮が見た夢だろう？　俺じゃないよ」

「でもっ！」

　どちらも黒川だから、と言いたくて奏は顔を上げる。目の前にはやさしげに微笑む黒川がいて、そっと頬に触れてきた。やはり黒川に触れても、あの淫夢に引き込まれない。どうして、なぜ？　と考えている間に、黒川が言葉を紡ぐ。

「俺は篠宮のことが好きだよ。だからお守りに願をかけた」

　イメージに合わなくて、こういうのは照れくさいから隠していたという黒川。しかし奏は隠し切れていないところを何度も目撃した。

　黒川からの告白に、奏の中で膨らんできた気持ちが一気にあふれだす。

「そんなの、私だって……私の方が黒川課長を好きです。毎日毎日、忘れたくても忘れられないくらいずっと、私の頭の中にいるんですから！」

　奏は黒川の腕に抱きすくめられた。驚いて体が硬直してしまったが、ふわっと香るあの金木犀のような甘い匂いにうっとりとなる。

「俺の願いは叶ったから、お守りは篠宮にあげよう」

「いいんですか？」

「いいもなにも、叶ってしまったからね」

　黒川が腕の長さの分だけ体を離し、奏の手にお守りを握らせてくれる。それを両手で握り締めた奏は、ようやく安堵して息を吐いた。

　お礼を言おうと視線を上げると、そこにはやさしげに微笑む黒川の顔があった。

　どちらともなく近づいて唇が重なる。こんな場所で色気がなくてごめん、と笑う黒川に、奏もつられて笑ってしまった。

「キスは……本物の黒川課長の方が数倍いいですね」

「夢の俺になんて負けないさ」

「ところで、私の生年月日とイニシャルは、入社前に知ったんですか？」

「知ったのは……雑誌かな。確か猫の腎臓病に関しての研究でインタビューを受けてなかったか？　そこにプロフィールが載っていた」

　黒川にそう言われ、奏ははっとした。大学のときに確かに取材を受けた記憶があった。だが何年も前の話だ。

「でも、そのとき私は黒川課長を知らなかったはず、ですよね……？」

　奏の質問に黒川の顔が再び赤くなる。それがなにを意味しているのか、奏はさっぱりわからなかった。

　そんな二人の間の空気が緩んだとき、ちょうど昼休みが終わる時間になっていた。
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　広い部屋にはおしゃれな絵画や、ガラス製の小さくてかわいい置物がテレビの横のチェストの上に並んでいる。部屋の印象は白を基調とした明るくて清潔な空間だった。

　黒川家のベッドは二人が横になってもなお広い。シックな黒で揃えられた寝具は上品で、ベッドサイドにあるナイトテーブルには小さな天然石のオルゴナイトピラミッドとアロマキャンドルが置いてある。香りは金木犀のようだ。スピリチュアルが趣味だという黒川らしいと思った。

　会社の会議室でお互いが想い合っていると知って交際が始まり、そして夢ではない現実の黒川と初めて肌を重ねようとしている。

「あの、ライトを、消して下さい」

　奏は全裸の状態で毛布に包まり、ベッドに腰かけた黒川に訴える。先に行っていてと言われシャワーを借りて寝室に来たものの、いざとなって羞恥が奏を戸惑わせる。

「え？　それは無理だ。見えなくなったらもったいないだろう？」

　奏の小さな希望を聞いてもらえず、ますます毛布で顔を隠していく。これが現実である。

　さらに黒川が奏の毛布を剥がそうとするので、奏は必死で抵抗をする。だが敵いはしなかった。

「ほら、顔を見せて。篠宮」

「や、です……だって、恥ずかし……んっ、ぅんんっ……」

　情熱的で濃厚なキスをされる。舌が口腔に入ってくると、まるで遊ぶように奏の舌を突いてきた。キスは夢で毎回されたのに、熱さや感触、音がリアルに奏を刺激する。黒川の少し低い体温の手が奏の胸を包み込んだ。

（こんなにも、すごいの？　夢とぜんぜん違う……っ）

　夢では少し乱暴に揉まれたり、胸の先を抓つまんでさらには歯を立ててきたり、少し痛みのある行為をされていた。しかし実際は違う。黒川はやさしかった。

　触れて愛撫するだけでも震えてしまうくらいにやさしく奏を扱ってくれる。首筋にキスをして鎖骨にも肩にもその唇は宝物に触れるようだった。

「あっ、黒川……さんっ」

「篠宮は色が白いな。すごく綺麗だ」

「そんなこと、言わなかった……」

　黒川の動きが止まり、口走った言葉にはっとした。

「もしかして、夢の俺と比べてる？」

「あ、あの……ごめんなさい」

　焦って謝ったが、黒川はどこか微妙な表情だ。怒っているような、なにか考えているような。少し不安に思った奏だったが、黒川がなにも言わずに胸の谷間に顔を埋めてきたので驚いた。

「夢で俺がなにをしたのか、全部教えて」

　まるで駄々っ子の子供のような顔と声で言うものだから、奏は思わず吹き出してしまった。

「夢の黒川さんは、きっと私の願望ですよね。じゃあ全部教えますから……あの、お手柔らかにお願いしますね？」

　胸の上で黒川の頭を抱えた奏が言うと、にっこりと微笑んで行為を再開させた。しかし、夢でのことを言えば言うほど、奏の夢の黒川に嫉妬するかのように同じ言葉を繰り返した。

「夢の俺はこんなことをしたのかっ」

「やっ、ああっ！　そこまではしてないですっ」

　足の間に黒川の腰を抱えた奏は、奥深くを突き上げられながら噎むせび泣いていた。夢とは違う本物の黒川の熱に、奏は身も心も焼かれてしまいそうだ。好きな人と繋がることの幸福感は、夢では味わえなかった。相手の吐息や汗の匂い。触れた髪の感触も夢では体験できなかったことである。
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「黒川さん、もう、あ、あっ、もうだめ、もう、変に、なっちゃ……うっ」

「このくらいで？　まだ始まったばかりだろう？」

　奏の肉筒を激しく擦り上げ、揺れる二つの乳丘を両手で摑まれる。片方を強く吸われると、その刺激で奏の淫道はひどく収縮した。

「……くっ、きついな」

「あ、あ、それ……ぃあぁ、あっ」

「これ？　胸をこうされながら、突かれるのがいい？」

「いいっ、それ、すごく、ああっ！」

　胸の先を噛まれ、さらに体を揺さぶられた。繋がっている場所から卑猥な音が聞こえても、それすら奏を高揚させる。

「一緒にイこう」

「もう、だめです、黒川さん……ああっ、もう、あああっ！」

　激しくなる抽挿の末、黒川が奏に押し付けて止まる。同じタイミングで奏も絶頂へと押しあげられた。気が遠くなってしまうようなそれに身を委ね、ベッドの上で体を何度もビクンビクンと震わせる。夢の中での絶頂感とは比べものにならない快感に、奏はうっとりとしてしまう。

「まだ終わらないぞ」

　そんな奏にキスの雨を降らせてきた黒川が囁いてくる。

「夢とは全く違います……」

「なぁ、篠宮。夢の俺と現実の俺、どっちがいい？」

　子供のような質問をされて、奏は汗の滲んだ黒川の背中に腕を回した。

「そんなの、目の前にいる黒川さんです」

　奏が答えると黒川に深く濃厚なキスをされ、それが第二ラウンドの合図となるのだった。










　夢のような時間が終わり、奏はベッドの上で抱きしめられながら頭を撫でられていた。そしてふと疑問になって黒川に聞いてみる。

　――黒川さんは、私のどこを気に入って下さったんですか？

　奏の頭を撫でていた手が一瞬止まり、しかし大事なものを離すまいとするようにぎゅっと抱きしめられた。

　――あのインタビュー記事がきっかけだよ。動物たちの命を守りたいという熱意や、その為の研究に人生をかけているという思いがそこにあった。写真を見たらお嬢様でぽやんとした印象だったのに、ちゃんと目標を持って着実に夢に向かう堅実さ。そういうところに惹かれたんだ。

　奏は大学の頃のインタビューになんと答えたか思い出そうとしたが、黒川があまりに直球で褒めてくるので照れくささが先に立ってそれどころではない。黙ったまま黒川の胸に額を押し付けて、両手で口を押さえて羞恥に耐えていた。

　――篠宮？　聞いてるか？

　――は、はいっ。

　――なら聞いておいて黙っているのはなんでだ？

　額に当たる黒川の体温が少し上がった気がする。もしかして照れているのは黒川も同じなのかもしれない。

　――す、すみません。ちょっとその、聞いておいてなんですが……恥ずかしくなってしまって。

　――いや、それを言うなら俺の方が今すごく恥ずかしいんだ。だから……顔は見ないで欲しい。

　そう言われると見たくなるのが人間だ。もぞっと体を動かした奏は、ゆっくりと顔を上げた。シャープな顎と、その上に見える耳が真っ赤になっている。

　――こら、見るなと言っただろ。

　下を向いた黒川と目が合った。しかし奏の背中に回されていた手が目隠しをしてくる。暗闇になってしまったが、もう真っ赤になった顔を見てしまった。きっと忘れられないだろう。

　しばらくベッドの上で抱き合ったままだったが、奏がくしゃみをしたことで甘い時間がそこで終了したのだった。

　軽く身なりを整えてベッドから出た奏は、黒川の家のリビングでダージリンベースのアールグレイの紅茶を飲んでいた。もちろんこれを淹れたのは黒川だ。

（紅茶まで淹れられるなんて、完璧すぎない？）

　程よい温度の紅茶を飲みつつ、奏は気だるげな体を大きなソファで癒やしている。ほんの数分前まで、隣の部屋の寝室で黒川と抱き合っていたのだ。

「黒川さんがスピリチュアルを信じているとは思わなくて、驚きましたけど。でもこうなったのもそのおかげというか……」

　ほぅと息を吐きながら言えば、左に座っている黒川もティーカップに手を伸ばして紅茶をひと口飲む。

「そうだな。あのお守り、東北の十和田湖の湖畔にある神社で買ったんだ。すごく効果があると聞いて。まさか使うことになると思わなかったし、願が叶うとも思わなかったから、お礼に行かないとだめだな」

「私も東北に行きましたよ。高校生のときに神社で御朱印帳を落としてしまって。それを親切な男性が拾ってくれたんです。お気に入りだったのに、もう見つからないと思っていたから、本当にうれしくて」

「え？」

　黒川が驚いた声で奏の顔を見てくる。なにか変なことを言ったかな？　と奏も黒川を見て首を傾げた。

「それって青森県の十和田神社？」

「あ、はい。そうです。黒川さんも行かれました？」

「いや、二十代の頃にその神社の近くで落とし物をした女の子に、御朱印帳を渡した記憶がある」

「え？」

　お互いに見つめ合い、うそでしょう？　という風に目と目で会話をする。

「本当ですか？　十和田神社でした？」

「ああ、間違いないよ。駐車場で友人を待ってたんだ。そのときピンクの御朱印帳を拾ったのを覚えてるな」

　奏は手に持ったソーサーにカップを乗せて、リビングテーブルにそれを置いた。まさかそんな昔に黒川と会っているなんて想像もしなかった。

　奏は鞄から黒川にもらったお守りを取り出す。そしてそのお守りの裏側を見て『多気諏訪たきすわ』の文字を眺めた。

「私と黒川さんは、きっと繋がる運命だったんですね」

「そうだな」

　黒川が奏の肩をそっと抱いてくれる。

　今はあの淫夢に振り回されていた日々がうそのように平和だ。社会勉強のために入社した会社だったが、思わぬところで運命の人に出会ってしまった。

　獣医になるという夢を、もう少し落ち着いたら黒川に話してみようと思っている。きっと黒川のことだから、夢を叶えるために頑張れ、と応援してくれるだろう。

　紅茶のいい香りと黒川の温もりが、奏の心を穏やかにしてくれる。

　幸せとは思いがけずにやってくるものだと思うのだった。
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